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1頒56

は じ め に

1978年7月13日 か ら25日 まで,香 港,シ ンガ ポ ール,タ イ,フ ィ

リ ピンの4ケ 国 を訪 問 し,こ れ ら諸 国uak・ け る コ ン ピ ュー タ利 用 の現 状 と

将 来 の動 向,特 に要 員教 育 ・育成 の実 状 とわ が 国 の協 力 ・援 助 の可 能性 に

つ い て 調査 を実 施 した 。参 加 者 は以下 の 二 名 で あ る。

宮 川 公 男(一 橋 大 学)

植 松 諒(財 団法人 日本 情 報 処 理 開 発 協会情報 処 理 研修 セ ン ター)

本 報 告 書 は,そ れ ぞ れ の 訪 問先 にお け る調 査 結果 を ま とめ た もの で ある。

最 後 に本 調査 に 当 り ご協 力 下 さ った 方 々,訪 問 を快 く受 け 入 れ て下 さっ

た 現 地 の方 々 に厚 くお礼 を 申 し上 げ ます。

宮 川 公 男
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1.調 査 目的 ど結 論

本 調 査 の 目的 は,東 南 ア ジ ア諸国 に おけ る コ ン ピュー タ利用 お よび 教 育の 現 状'

と将 来 の 動 向 を探 り,特 にそ れ ら諸 国 にお け る コン ピュ ー タ要 員 の 教 育 ・育成 に

対 して わが 国 と して援 助 ・貢献 で きる可 能 性 が あるか ど うか,そ して も しあ る と

すれ ば どの よ うなか た ち にお い て で あ るか を明 らか にす る こ とで あ る。

わが 国 が 現 在 国 際 的 におか れ て い る環 境 を考 え る とき,東 南 ア ジア諸 国 との 友

好的 関 係 の 維 持 お よび 改 善 は きわ め て重要 な問題 で あ る。 この 問 題 に対 して,特

に情 報 化 の 高 度 に進 ん だ わが 国が これ ら諸 国 に 貢献 で きる と ころは 大 きいの では

な いか と考 え られ る。

そ こで本 調査 にお い て は,東 南 ア ジア 諸 国 の コ ン ピュー タ界 の 指 導 的 立 場 に あ

る人 た ちお よび機 関 を歴 訪 し,実 態 を調査 す る と と もに 意見 を聴取 す る こ と と し

たの で あ る。 種 々の 事 情 か ら訪 問 した国 は 香港,シ ンガ ポ ・=ル,タ イ,フ ィ リピ

ンの4カ 国 の み で あ っ た が,文 献 その 他 の補 足的調 査 か らt・他 の 諸 国 につ い て も

類 似 の 情 況 が ある もの と考 え られ,こ れ ら4カ 国 の 調査 は代 表 性 を もつ もの と思

われ る。

概 括 的.い って,東 南 ア ジ ア諸 国 にお け る コ ン ピュ ー タ利 用 の 発 展 段 階 は,P.

A.ス トラス マ ンに よ る4段 階(創 始,拡 張,公 式 化,成 熟)の う ちの第2段 階

に あ る と考 え られ る。 た だ し,一 部 には 事務 労働 者 の人 件 費 の低 さが 比較 的初歩

的 な事 務 計 算へ の コ ン ピ ュー タ利 用 を阻 害 して い る とい う現 象 も見 られ る。 コ ン

ピュ ー タ要員 の 不足 は ど こで もほy'同 じ よ うに見 られ る こ とで あ り,し たが って

要 員 の 養 成 の ニ ー ズ は きわ め て大 きい。 しか し,最 も基 礎 的 な教 育(コ ン ピュ ー

タ概 説,COBOL,FORTRANな どの コ ンパ イ ラー言 語)に 関 して は,現 地 の

大 学 な どに お け る教 育 が それ ぞれ 進 ん でお り,問 題 はむ しろそ れ ぞ れ の 国 の 実 態

に 応 じた 利 用 に密 着 した 教 育 に あ る と考 え られ る。
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以 上 の よ うな現 状 の 実 態 か ら,わ れ われ と して は わが 国 の 援 助 の 可能 性 につ い

て 以 下 の よ うに結論 す る。

(1}わ が国 に これ ら諸 国 か ら情 報 処 理 技 術 者 を招へ い して教 育す る とす れ ば,そ

れ は初 等 的技 術 者 で は な く,中 級以 上 の 技 術 者 で なけ れ ば な らな い で あろ う。

② よ り効 果 的 と思 わ れ るの は,こ れ ら諸 国 の コ ン ピュ ー タ界 に お いて 指 導 的立

場 に あ る人,あ るい は 近 い 将 来 指 導 的立 場 に立 つ で あ ろ う人 た ちを招 へ いす る

こ とで あ ろ う。

(3)あ る程 度 の長 期 間,わ が 国 の コ ン ピュ ー タ界 の す ぐれ た人 材 を先方 の 大 学 な

どへ,明 確 な教 育 プ ログ ラムの 一端 を担 うべ く派 遣 す る こ とが 有 益 で あ ろ う。

そ の た め に は,そ れ ぞ れ の 国 の実 態 に応 じた プ ログ ラム を協 力 して 開発 す る と

い う準 備 段階 を経 る こ とが 望 ま しい。

(4}東 南 ア ジア諸 国か らの わが 国 へ の 留学 生 に対 して,留 学 期 間 中 に高度 の 情報

処理 教 育 を行 う こ とが 有 益 で あろ う。

(5)SEARCC(東 南 ア ジア地 域 コ ン ピュ ー タ ・コ ン フ ァ レ ンス)へ の わが 国 の

積 極 的 参 加 が,各 国 か ら望 ま れ て い る こ とで もあ り,き わ め て重 要 で ある。

`

一2一



、

オ

●

●
」

2.調 査'報 告

2.1調 査 訪 問 先

-

訪問国お よび月 日 訪 問 先 名

香 港 HongKongComputefSoc'iety

7月13日 ～16日 Uni.versityofHongKong、.

(木)(日) 日本興業銀行香港事務所'

シ ン ガ'ポ ー ル SingaporeComputerSociety

.,

7月16日 ～'19日 UniversityofSingapore'

(日)(水)
、

NanyangUniversity

Ais『inAsiaPte.Ltd.

タ イ ComputerAssociationofThailand

,

7月19日 ～23日 AsianInstitute'ofTechnology

(水)(日) Chula「longkornUniversity

バ ン コ ッ ク ・ ジ ャ パ ン ・ ト レ ー ド ・ セ ン タ ー

ToyotaMotorThaHandCo。Ltd。

フ ィ リ ピ ン PhnipPineComputerSociety

7月23日 ～25日 NationalComputerCentre

(日)・(火)
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221香 港

1)HongKongComputerSociety

面接 者AnthonyJ。Espina

(HongKongComputerSociety会 長)

於ArthurAndersen&Co.

4520ConnaughtCentre

香 港 コ ン ビ一 夕協 会 は現 在400余 名 の 会 員 を擁 して い る が,こ れ は香 港 の

コ ン ピュ ー タ界入 口の1/5か ら1/3を 占め る にす ぎない もの と推定 さ れ

る。 そ こで 会 員 を増 大 させ るべ く努 力 が な され て い るが,そ の た め に は 会員

に対 す る サ ー ビス を充 実 させ なけ れ ば な らな い。

本 協会 で は機 関 紙HongKongcomputerMonthlyを 発行 して い るが,

他 の 活動 と して 講演 会 や セ ミナ ー を随 時 開催 して い る。 そ の一 つ はSpea-

kerξmeetingと 呼 ば れ て い る もの で,こ れ は主.と して 香港 を 訪れ た著 名

な専 門家 を 招 い て,夜6時 か ら8時 ま で,講 演 を して も ら うもの で ある。 ま

た,内 外 の専 門家 を招 へ い して専 門 家 向け ある い は一 般 大 衆 向け の セ ミナ ー

を 開 くこ と も多 い。 最 近 ではJ。Martin博 士 の デ ー タ ・ベ ース ・マ ネ ジメ ン

トの セ ミナ ー を開 い た。 ま た,マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー につ い ての セ ミナ ー は

大 好 評 で あ っ た。

SEARCC(東 南 ア ジア地 域 コ ン ピュ ー タ ・コ ンフ ァ レ ンス)へ の 協 力 も

協 会 に とっ て 重 要 な仕事 で ある。

香 港 にお け る コ ン ピュ ー タ利 用 と して は,労 働 コス トが安 い とい う こ と も

あっ て,単 な る事 務 的応 用 よ りもマ ネ ジ メ ン ト目的 の利 用 の 価値 が 高 い 。 大

きな ユ ー ザ ー と して はRoyalHongKongJockyClubは 有 名 で あ り,ま

た銀 行,航 空 会社 も大 手 ユ ーザ ー で あ る。 製 造 業 で は在 庫 管理 な どが 重 要 な

用途 で あ る。 さ らに大 きな ユ ーザ ー と して政 府 を忘 れては な らない。香 港 政庁
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は もは や 週100万 香 港 ドル 近 くを コ ン ピュ ー タに よる情 報 処 理 に費 して い る。

しか も この額 は今 後 も上 昇 し続 け る で あろ う。 政 庁 の 情 報 処理 部 はICL

2970を2シ ステ ム導 入 してお り,約300名 の ス タ ッ フをか かえ て い る。

香 港vak・ け るEDP専 門家 の 需 給 は,明 らか に大 巾 な需要 超 過 で あ り,人

の移 動 は き わめ て激 しい。 教 育 は 会 社 内 の もの に よっ て お り,社 外 の 教 育 機

関 に よる もの は 少 ない。 しか し,香 港 生 産 性 本 部の よ うな ところ の セ ミナ ー

も少 しは あ る。 教 育 に対 す る ニ ー ズは 強 く,日 本 か らの 専 門 家 の来 訪 を大 い

に歓 迎 す る。 香 港 に 立寄 られ る専 門 家 には是 非 来 訪 を知 らせ て も らい た い。

2)UniversityofHongKong

面接者

於

Prof。R。Hsia(夏 冷1猜)

(HeadofEconomicsDepartment)

Dr.J.T.Yu(虞 哲 莫)

(DirectorofComputerCentre)

Roc)m801.KnowlesBuilding,Universityof

HongKong

香 港 大 学 の コ ン ピュ ー タ利 用 の 中心 は コ ン ピュー タ ・セ ン タ ーで あ る。 同

セ ン タ ー は正 式 には1969年 に設 立 され,そ の 中心 的 役割 は 同 大 学 にお け る

コ ン ピュ ー タ利 用 の発 展 を促 進 す る こ とに あ る。

セ ン タ ーの コ ン ピュ ー タは1CL1902Tシ ス テ ム で あ り ,他 に三 大学

(ChineseUniversityofHongKong,}longKongPolytechnicと

香 港 大学)共 同 利用 のICL1904Aシ ス テ ム の ネ ッ トワー ク端 末 を持 っ て

い る。

セ ン タ ーの設 備 は,大 学 にお け る教 育 と研 究 の 両 方 の 目的 の利 用 の た め に

開 放 され て お り,ま た大学 の 管理 部 門 の利 用 に も供 され て い る。

教 育 コ ース は,初 等 的 プ ログ ラ ミン グの コー スか ら,理 学 士 お よび社 会 科

一一5一



学 士 の カ リキ ュ ラムの 中 の 計 算科 学 コ ース(半 単位 お よび1単 位)に 至 る ま

で の もの が設 け られ て い る。

研 究 プ ロ グ ラム と して は,セ ン ター 自体 の プ ログ ラム と と もに,他 部 門 の

さ ま ざま な研 究 プ ロ グ ラム に コ ン ピュ ー タ ・タ イ ムお よび助 言 が 与 え られ て

い る。

社 会 人 の コ ン ピュ ー タ教 育 を香 港 大 学 が 行 う とい うこ とは ほ とん どな く,

香 港 で は 大学 よ りも各 会 社 の社 内教 育が 主 体 で ある。 産 学協 同 も香 港 大 学 で

は ほ とん どない。

1978年 度 の ス タ ッ フは,所 長以 下,上 級 シス テ ム分 析 者1名,上 級 ソ フ

トウェア ・コ ンサ ル タ ン ト1名,講 師2名,講 師補1名,デ モ ンス トレ ー タ

ー3名
,プ ログ ラマ ー4名 であ る。

∀

◎
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2.2.2シ ン ガ ポ ー ル

1)SingaporeComputerSociety

面 接 者RobertIau

(SingaporeComputerSoci'ety会 長)

RobertLeong

(MCSPte。Ltd。)

(ProfessorofComputerScience・

NanyangUniversity)

於CentralProvidentFundBoard

79,RobinsonRoad,Singapore1

シ ン ガ ポ ー ル に お け る コ ン ピュ ー タ の 利 用 ・普 及 状 況 に つ い て

シ ン ガ ポ ー ル に 初 め て コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ た の は1963年(ICL)

で あ る。 そ して そ の 後,と くに1970年 以 後 コ ン ピ ュ ー タ リk".一ーシ ョ ン が 進

み,そ の 国 内 設 置 台 数 の 変 化 を 見 て も,1970年 の9台 か ら,73年42台,

76年123台 と急 速 な 伸 び を 示 して い る。 こ と に72年 以 後 は,年 間 の 平 均

導 入 台 数 が25台 と い う著 しさ で あ る 。

ま た,こ れ に伴 っ て,初 期 に は 政 府 主 導 型 だ っ た コ ン ピ ュ ー タ 導 入 が ・

1976年 に は,政 府 関係 の 保 有 台 数17台(14%)に 対 して,民 間 企 業 が

106台(86%)を 保 有 す る に い た る な ど,ほ ぼ 民 間 主 体 型 へ と移 行 しつ つ

あ り,こ の 意 味 で シ ン ガ ポ ー ル の コ ン ピ ュ ー タ 化 は,そ の 発 展 の 第2段 階 へ

と入 りつ つ あ る と い う こ とが で き よ う。

次 に,シ ン ガ ポ ー ル に 導 入 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ を メ ー カ ー 別 に 見 る と,

IBM製 が36%(44台)と 大 き な シ ェ ア を 占め て い て,そ の 次 がICL

の17%(21台),DECの8%(10台)と 続 い て い る が,占 有 率 第1

位 のIBMと そ れ に 続 く各 メ ー カ ー の 間 に は 相 当 の 開 きが あ る。(数 字 は
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1976年 の もの)ま た ,こ れ を装 置 の 規 模別 に み る と,・」・型(32KB以 下)

が 保 有 台 数 の3分 の1に あ た る 約40台 で ,そ の うちの 約半 数 をIBM

(370,S/3,1130な ど)が 占 め,残 りがICL,NCRほ か とな っ て

い る。 中型 ・大 型 も約40台 で あ るが ,こ れ の 方 も約 半数 がIBM製 に よ り

占め られ,か な り引 き離 され てICL,UNIVAC ,NCRの 順 に続 い て

い る。 た だ し,ミ ニ コ ン につ い て み る とDECが 約半 数 ,'あ とはDataGe-

neral製 とWang製 に よっ て 占め られ て い る。 最 近 で は小 型 ク ラス で 若干,

ICLな どの進 出が み られ つつ あ る もの の,依 然IBMの 強 さは ゆ るい でい

な い とい え る だ ろ う。

ICLが シ ンガ ポ ー ル ではIBMに 次 ぐシェア を 占め て い るの は英 連 邦時

代 の影 響 に よる もの で あ るが,シ ン ガポ ール が イ ギ リス 離 れす る につ れて シ

ェアが 低 くなっ て きて お り,ま た,地 元 で もICLは 開発 が遅 れ て い る とい

う印 象 を もた れ て い る こ と もあ っ て,今 後 もあま り伸 び な い だ ろ う と予 想 さ

れ る。

これ に 対 してIBMの 場 合,特 にス タ ッフ約150人 の う ち,シ ス テ ム ・

エ ン ジニ アが25入 くらい いて ,ま た 保 守 に つ いて も24時 間 勤 務,連 絡 後

1時 間半 以 内 には 必 ず 到 着 す る な ど,サ ポ ー トサ ー ビス の 面 で も綿 密 で ,強

力 な もの を もっ て い る こ とが あげ られ る。

次 に コ ン ピュ ー タ の利 用 状 況 で あ るが,シ ンガ ポ ール 航 空,シ ン ガポ ール

港 湾 局 な どをは じめ とす る8つ の 機 関 ・企業 が オ ン ライ ン を実施 して い る。

この うち シ ンガポ ー ル航 空 は,IBM360/50の デ ュアル シス テ ム を使用 し

て,東 京 ・大 阪 な ど約20ケ 所 を結び,航 空 券 の 予 約,ス ケ ジ=一 ル の作 成

な どを行 う とい う,か な り高度 な シス テ ム を持 っ て い る。 シ ンガ ポ ー ル航 空

の場 合 と くに,国 の 運輸 政 策 に よって 急 速 な 成 長 を とげ て い る企 業 で あ り
,

コ ン ピュー タ化 に つ い て も シ ン ガポ ー ルで も最 先端 を い
っ て い る。1980年
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には 新 しい 国 際空 港 が 開 港 され る予 定 で,こ れ に備 え て シン ガポ ール 航 空 も,

オ ン ライ ン ・リザ ーべ ー シ ョン ・シス テ ムの拡 大 を予 定 して い る
。 そ の 他,

シ ンガ ポ ー ル 港湾 局 は ある銀 行 の オ ン ライ ン化 を代 行 して い る
。

シ ン ガポ ー ル国 内の通 信 回 線 は ,回 線 ・モ デ ム の使用 料 が 高価 な た め,オ

ン ラ イ ンの 普 及が 思 う よ うには進 ま な い こ ととな
って い る。 伝送 速度 は

2400～9600ボ ーで あ る。 シ ンガ ポ ー ル は ア ジ アで も有 数 の貿 易 中 継 港 で

あ り・ デ ー タ通 信 の 面 で も重 要 な中 継 拠 点 に なろ うと して ,・通 信 回 線 の拡 充

には 国 を あげ て努 力 してい る。 今 後 その 利 用 は さ らにふえ る こ と とな ろ う
。

1976年 の調 査 に よ る と,シ ンガ ポ ール 国 内 で コ ン ピュ ー タ関 係 の 仕 事 に

携 っ て い る人 は1517人,そ の う ち シス テ ム ア ナ リス ト,マ ネ ー ジャ ー,プ

ログ ラマ ーが428人 で あ るが ,同 調査 に よれ ば それ らの要 員 に対 す る補 充 ・

増 員 の希 望 は意 外 に少 な い。 調査 自体 の 問 題 は別 に して ,コ ン ピュ ー タ要 員

・に関 して は 少 な くと も極 端 に不 足 して い る わけ では な い よ うであ る
。 ただ し

高 度 の技 術者 とな る と話 は別 で,不 足 して い る ことは や は り否 め な い 事実 で

あ る。 これ は,中 国系 の 南 洋 大 学以 外 には コ ン ピュ ー タ関係 の専 門 コ ース が

な い こ とに もよる。 コ ン ピュ ー タ要 員 の 教 育 は ,そ のほ とん どが コ ン ピュ ー

タ メー カー の トレ ーニ ン グ コー ス に依 存 して い る。 しか し,そ れ で不 十 分 な

こ とは 明 らか で ある。

そ の た め,シ ンガ ポ ール ・コ ン ピュー タ協 会か ら,政 府 に,な ん らか の対

策 を講ず る よ うに申 し出 て い る よ うで あ る。 シ ンガ ポ ール ・コ ン ピュ ー タ協

会 は1968年 に 創立 され た,シ ン ガポ ー ル の コ ン ピュ ー タ リゼ ー シ ョンの 中

心 的 な役 割 を演 じて い る協 会 で,現 在 の会 長 は ロバ ー ト ・ヤ ウ 氏 で あ る 。

EDB(EconomicDevelopmentBoard)の 支 援 の もとに,こ の協 会 は

コ ン ピュ ー タ関係 を,パ イ オ ニ ア産 業 と して シン ガ ポ ール 国 内 に発 展 させ る

た め に幅広 い 活 動 を行 な っ て い る。 会 員 は厳 選 され,187人 とな っ て い る。
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ま た,名 称 は コ ン ピュ ー タ 「協 会 」とな っ て い るが,い わ ゆ る学 会 と もい う

べ き性 質 を持 っ た組 織 で あ り,と くに,1976年 に シ ンガ ポ ー ル で ,20ケ

国,約300人 が 参 加 して 開催 さ れ た 「東 南 ア ジア 地域 コ ン ピュ ー タ ・コ ンフ

ァ レンス(South-EastAsiaR£gionalComputerConference:

SEARCC)」 では,事 実 上 の 主 催 者 と して,ま とめ役 をつ とめ てい る。

ま た,そ の 他 に も,他 の 国 々 との情 報 交 換,セ ミナ ーの 主 催,会 誌(季 刊)

の 発行 プ あ るい は マ ーケ ッ ト ・サ ー ベ イ の推 進 な ど,非 常 に 幅 広 い 活 動 を し

て い る。 この協 会 の 中の 委 員 会 は,10名 の 委 員 で構 成 さ れ てfO・り,し か も

そ の メ ンバ ーは 大学,官 庁 な どが 主 体 とな っ て い て,メ ー カ ーの 関 係者 は入

れ な い な ど,中 立 性 を保 ちつ つ運 営 され てい る。

2)UniversityofSingapore

面接者

於

Dr.ThioHoeTong

(Director,UniversityofSingaporeComputer

Centre)

ComputerCentre,UniversityofSingapore,

KentRidgeCampus,offClementiRoad

Singapohe5.

3)NanyangUniversity

面接者

於

Dr・LeongKuoSing

(Director,LeeKongChianComputerCentre)

Prof。KoichiMiyasawa

(VisitingProfessorofOperationsResearch)

LeeKongChianComputerCentre

(李 光 前 電 脳 中 心)

JurongRoad,Singapore22
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南 洋(ナ ンヤ ン)大 学 に は コ ン ピュ ー タ ・コ ー スが あ るが,そ れ は3年 間

教 育 で,1年 目に フ ォ ー ト ラ ン と コ ボ ル の プ ログ ラ ミング を学 び,2年

目か らは ア セ ン ブ ラのほ か,シ ス テ ム設 計,シ ス テ ム分析 あ るい は さ らに,

オ ペ レー シ ョンズ リサ ー チへ の コ ン ピュ ー タの応 用 な ど を学 ぶ こ とに な って

い る。 設 置 して あ る マ シ ンはIBM1130,IBMシ ス テ ム3で ,と もに小

型 の もの で あ る。 南 洋 大 学 の コ ン ピュ ー タセ ン ター は,1969年 秋 に 設立 さ

れ て以 来,学 生 の た め の 計算 サ ー ビス,大 学 内の 記録 事 務 ・会計 事 務,ス タ

ッフへ の リサ ー チデ ー タの分 析 手 段 の 提供 な どを行 な って い るが,こ の コー

スの テ ィ ー チ ング ス タ ッ フは7人,ま た セ ン タ ーの ス タ ッフ も,キ ー パ ンチ

ャ ーが2人,プ ログ ラマ ーが1人,オ ペ レー タ ーが2人 と必ず し も十 分 な数

で は な い。 ま た計 算 サ ー ビス もク ローズ ドシス テ ムのみ とな って い て ,午 前

9時 か ら午 後5時 ま でが オペ レー シ ョン タイ ム とな っ て い る。

一 方
,シ ンガポ ー ル 最大 の 大 学 で ある シン ガ ポ ール 大 学 に も,専 門 の コ ン

ピュ ー タ ・コ ース は な い が,コ ン ピュー タ ・セ ン ターが あ り,HP3000一

シ リー ズ 皿(モ デ ル8)が 備 え つ け られ てい る。 これ は1977年 に 導入 され

た もの で,コ アサ イ ズが512KB,ま たTSSで 大学 内 に ある16の タ ー ミ

ナ ル と結 ば れ て い る。 セ ン タvの ス タ ッフは キ ーパ ンチ ャ ーが10入,プ ロ

グ ラマ ー と システ ム エ ン ジニ アが 計5人 で あ り,月 間 の稼 働 時 間 は 平 均360

時 間 で あ る。 オペ レー シ ョンは 午 前8時 か ら午後10時 ま で で,南 洋 大学ci;

りも長 いが,計 算 サ ー ビス は や は リク ロ ーズ ドの み とな っ て い る。

シ ン ガ ポ ール大 学 の 場 合 に は南 洋 大 学の コ ン ピュ ー タ学 部 に あ た る もの が

ないか わ りに,各 学 部 内 で選 択科 目と して コ ン ピュ ー タ に関 す る 科 目を とる

こ とが で きる よ うに な っ てい る。 学 部 の なか で は,エ ンジ ニア リン グ関係 の

学 生 は全 員が コン ピュ ー タ関係 の 科 目を受 講 して い るが,そ の他 の建 築,あ

る いは 会 計 や 社 会科 学 な ど を専 攻 す る学 生 の 受講 率 は ,せ いぜ い10～20
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%程 度 とな っ て い る。 ま た,コ ン ピュ ー タ ・セ ンタ ー に もテ ィー チ ン グス タ

ッ フは,い な い。 当 然の こ となが ら,南 洋大 学 に く らべ て,シ ン ガ ポ ール大

学 で学 べ る コ ン ピュ ー タ に関 す る知 識 は,少 ない もの にな る。 この こ と もあ

っ て か,シ ンガ ポ ール 大学 の場 合,在 学 中 にそ の よ うな情 報 処理 に 関す る科

目を とっ た学生 が,そ れ だけ で就 職 が特 別 に有利 に な る とい うこ とは ない。

た だ し,コ ン ピュ ータ 関係 の 高 級 技 術 者 の給 与 レベ ルは ,そ の 他 の業 種 に

くらべ て高 く,5～6年 目には他の 業 種 の1.5倍 近 くに な る。

南 洋 大学,シ ン ガ ポ ール 大学 と もに,学 外 者 の た め に,公 開 の コ ン ピュ ー

タ講座 を開 い て い る。 前 者 は年2回 で後 者 は 不定 期 で あるが ,い ず れ も6週

間 くらいの コ ー スで ある。 と もに有 料(1コ ース あ た り100～150シ ンガ

ポ ー ル ・ ドル)で,1ク ラス30～40入 程度 とな っ てい る。 前 述 の とお り,

コ ン ピュ ー タ関係 の 高級 技 術 者 は 優 遇 さ れ
,南 洋 大 学 で情報 処 理 の専 門教 育

を受 け た 学 生 の就 職 状 況 は 良い の だ が,そ の よ うな教 育 の場 は 南 洋大 学 だけ

で は足 りない こ とは 明 らか で ある。

b
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1)ComputerSocietyofThailand

面接者

於

ThavisakdiThangsuphanich

(ComputerSocietyofThailand会 長,Director,

DataProcessingCenterofThaHand,National

StatisticalOffice,OfficeofthePrime

Minister)

NationalStatisticalOffice,LarnluangRoad,

Bangkok

タ イ に お け る コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 ・普 及 状 況 に つ い て

タ イVak'け る コ ン ピ ュ ー タ 導 入 の 始 ま りは1963年 にNationalStati-

sticalOffice(NSO)にIBM1401が 設 置 き れ た と き で あ る。 こ れ

は,国 際 入 口 調 査 協 会 計 画(Interna'tionalCensusSocietyProgr-

am)に 参 加 す る こ と に な り,国 勢 調 査 の 結 果 得 ら れ る 大 量 の デ ー タ を 処 理

しなけ れ ば な らな くな っ たた め に導入 した もの で あ る。1977年 の時 点 で は,

タ イ国 内の コ ン ピュ ー タ設 置 台 数 は99台,最 近 の 伸 び は 年 間平 均15台 で

あ り,5年 後 には 設 置 台 数 は倍 近 くに な るだ ろ うと予 想 さ れ る。

99台 の コ ン ピュー タ を所 属 別 にみ る と,民 間 企業 の もの が53台(54%)

政 府 関 係 が32台(32%),大 学 が10台(10%),軍 関 係 が4台(4%)

となっ て い る の だ が,こ れ は1974年 におけ るそれ ぞ れ の 比率 とほ とん ど同

じで,変 わ っ て い な い。 この うち政 府 が最 も注 目 し,計 画 化 を はか っ て い る

の は 大学 関 係 へ の コ ン ピュ ー タの導 入 で,今 後 無 秩 序 に導 入 して,や た らに

ふ え た りす る こ との な い よ うに,大 学 局の み に大 型 の マ シン を1台 導入 して,

ほ かの 大 学 はTSSで そ れ に ア ク セス し,利 用 す る こ とを め ざ してk'り 検 討

中で ある。 そ の ほ か にTelephonOrganizationofThailand(TOT)
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ThaiInternationalAirlineの2社 が オ ン ライ ン化 を行っ て い る。 こ

の うち後者 は1974年 に導 入 したIBM370/145(384KB)を 使 い ,バ

ン コ ック市 内,香 港,シ ン ガポ ー ル を接 続 した オ ン ライ ン業 務 を行 っ て い る
。

このほ か,バ ン コ ック銀 行 も1976年 にIBM370/145を 導入 し,首 都 圏

の47の 支店 の 間 で,顧 客 情 報 サ ービス とい うことでそ の一 部 をオ ンライン化 した。

タイ国 内 の オ ン ライ ン化 の 推 進 につ い て は,政 府 と して は 前述 の 大 学 関 係

の オ ン ライ ン化 を進 め,ゆ くゆ くは国 内全 部 の 大学 間 の ネ ッ トワー ク シス テ

ムをつ くる こ とを計 画 して い る。 ま た,NSOをDataProcessingCe-

nterと オ ン ライ ン で結 び,NationalComputerCenterと す る 計画 も

あ る。 と もか く,タ イvak・ い て は オ ン ライ ン,TSSの 普 及 の た め に は ま ず

電 話 回 線の 品質 の 問 題 が あ るた め,前 述 のTOTが そ の 向 上 につ とめ て い る

が,回 線市 場 と して オ ン ライ ン需 要 がほ とん どな い こ と もあ っ て,こ の 面 で

の 急 速 な発 達 は 当 分 なさ そ うで あ る。

オ ン ラ イ ン化 は して い ない が,そ の他 の民 間企 業 で コン ピュ ー タを導 入 し

て い る代 表 的 な企 業 と して はSiamCementが あげ られ る。 同社 は タ イ国 系

の 最 大企 業 で,同 社 を 中心 と した7社 の グ ル ー プの 中心 で あ り,IBM370

/135を 導 入 して グ ル ー プの 仕 事 を一 括 して ひ き うけ て い る。 あ とは,流 通

業,水 道 ・電 力会 社,ホ テ ル,デ パ ー ト,石 油会 社 な ど,コ ン ピュ ー タの 導

入 さ れ て いそ うな業 種 で もまだ 導入 は進 ん で い ない 。 次 に,導 入 され た マ シ

ン を メー カー別 に見 て み る と,IBM製 が67台(68% ,、と大 半 を 占め,事

実 上 は独 占 して い る とい え よ う。 これ に続 くUNIVAC,CDCは と もに7台

で,ま っ た く くらべ もの に な らな い。 ま た,装 置 の 規 模 別 に 見 る と小 型

(32KB以 下)が45台 と半 分 近 くな の だが,そ の うちの40台(90%)が

IBM製 のSystem3とSystem32に よ り占め られ て い る。 大 型 の ほ う

は43台 で,そ の う ちの21台 は,や は りIBM,そ の 次 にCDC。UNI－
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VAC,Burroughsと 続 い て い る。ICL製 が1台 もない とい うの は奇 妙 な

気 が しな くもない が,こ れ は,タ イが か っ て一 度 もイギ リスの統治 を うけなか

っ た と とに よる もの で あ ろ う。 な お 日本 か ら も2台(HITAC10,NEAC'

2200/200)が 導 入 さ れ,大 学 関係 で利 用 さ れ て い る。 ミニ コン につ いて は,

前 述 の 統 計 には入 っ て い ない の だ が,1974年 には約30台,1977年 には

約80台 程 度 が 設置 さ れ て い る との こ とで,Wang,Burroughsが 大 部分 を

占め て い る。

政 府 関係 も民 間 も,ほ とん どが レン タル で コ ン ピュ ー タ を使用 して い るが,

いず れ にせ よIBMが 圧 倒 的 な優 位 を保 っ て い る。 これ は要 員 教 育の た め の

セ ミナ ーを定 期 的 に 開 い た り,計 算 セ ンタ ーの設 立,あ る いは,マ シ ンの 実

際 の 導 入 に際 して行 な う実 務 教 育,ユ ーザ ー に対 して ア メ リカで行 な う,高

度 の 技 術者 の 教 育 な ど,要 す る に今 日まで地 道 に行 な っ て来 た長 年 の 努 力 の

結果 で ある。 こ うして ソフ トウ ェア につ い て も,当 然 の こ となが らほ とん ど

IBM-一 一辺 倒 の状 態 とな っ て い る。

タ イ国 内 で の コ ン ピュ ー タ要 員 の教 育 の 場 は,大 学,NSO,メ ー カーが

主 とな っ て い る。 コ ン ピュ ータ 関係 技 術 の教 育が,教 育 制度 に よる体 系 的 な

もの で ない た め,お のず か ら,実 際 に コ ン ピュ ー タを使 う者 が メー カ ーの 技

術 者 に実践 訓 練 を受 け て,利 用技 術 を学 ぶ,と い う方 式 が 中心 に なってきて い る。

この うちNSOは,官 公 庁 のEDP要 員 の 教 育 を実 施 してお り,タ イvak・

け る コ ン ピュー タ教 育 の 中心 的 な存 在 で ある。 い わば 教 育 セ ン タ ー的 な役 割

を果 た して い る。 こ この メ ンバ ーの うち大 学 出 身者 は ほ とん どが 欧米 の大 学

へ の 留 学 の経 験 を もっ て い る とい うこ とで あ る。

また,タ イに お け る コ ン ピュ ー タ利用 の 推進 に 関 して,タ イ で指 導 的 な役

割 を=果た して い る の がComputerAssociationofThailand(CAT)

で あ る。1971年 に 設 立 され た,官 公庁,学 校,私 企 業 等 に所属 す る コ ン ビ
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ユ ー タ関 係 者 の,個 人 会員 の 団体 で あ る。 後 にComputerScienceAss-

ociationを 吸収 し,学 会 と しての 性 質 も持 っ てい る。 会 長 はNSOの デ

ィ レク タ ーで あ るThavisakdi氏 で あ る。

CATの 目的 は,EDP技 術 の教 育 と応 用 の 推 進,セ ミナ ー ・講 座 の 開催

やEDP設 備 の 展 示,EDPに 関す る職 業 の奨 励,EDPに 関 す る知 識 の 普

及,外 国 の コ ン ピュ ー タ協 会 との 間 の協 力 活 動 の 推 進 な どで あ る。 年 に2～

3回 の セ ミナ ー,年 に4回 の 講 習会 の開 催 は,CATの 主 な活動 の1つ とな

っ て い る。 会員 の 内 訳 は,研 究所 ・大 学 が16,通 常 会 員 が300,学 生 会 員

が70と な っ て お り,彼 らか らの 会 費 を中 心 に成 り立 っ て い る。

同 協 会 に よれ ば,コ ン ピュ ー タの導入 に よ り会 員 の 属 す る組 織 で は,ル ー

チ ン的 な仕 事 に 対 す る人 的 資 源 の 節約,手 作 業 では 得 られ なか っ た情 報 の生

成,顧 客 へ の よ り良い サ ー ビス の 提供 が 可 能 とな った 。 ただ し,経 営者 の 援

助 は 十 分 とは い え ず,ま た す ぐれ た シス テ ム ア ナ リス トの 不 足 とい う問 題 点

も指 摘 さ れ て い る。 い ず れ にせ よ情 報 処 理 の 専 門 家 の 不 足 は 明 らか で あ り,

重 要 視 さ れ て い る コ ン ピュー タ を利用 す る組 織 自身 に よる コ ン ピュ ー タ教

育 や,メ ー カー,大 学 な どに よ る教 育 な ど とあわ せ て 少 しで も教 育 に 資す る

べ く,前 述 の 通 りセ ミナ ー(1～3日 間),講 習会(2～5日 間)をCAT

が 開催 して い る の で あ る。 参 加 人 数 は前 者 が80～200人,後 者 が20人 程

度 で ある。

タ イ国 内 では,EDP関 係者 の 給 与 は 高 く,民 間 の 場 合,キ ー パ ンチ ャ ー

で も一 般 の2倍 程 度,シ ス テ ムエ ン ジニ ア と もな る と10倍 近 くな っ て い る。

2)ChulalongKornUniversity

面 接 者Dr.SomchaiThayarnyong

(Director,ComputerServiceCentre)

於ComputerServiceCentre,Chulalongkorn

University,PhyathaiRoad,Bangkok
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タ イの 大学 で,コ ン ピュ ー タ教 育 の代 表 とされ るの は,チ ュ ラ ロン コ ン大

学 で あ ろ う。 本 大 学 の コ ン ピュ ・一夕学 科 は2年,3年,4年 そ れ ぞ れ20入,

合 計6δ 入 の 学 生 か らな っ てお り;ま ず 必 須 コー ス として デ ー タの 準 備 とフ

ォ ー ト ランの プ ロ グ ラ ミング,ア セ ン ブ ラや コボル に よる非 数 値 的 な問 題 の

研 究 を行 う。 そ して 次 の コ ー ス と して,コ ン ピュ ー タ ・システ ム 自体 の研 究

とか,あ るい は広 告 ・航 空 ・銀 行 な どの 現 実 の問 題 へ の シ ミュ レー シ ョ ン技

術 の応 用,シ ス テ ム ・プ ログ ラ ミング,意 思 決 定 や 経 営科 学 な どを も含 ん だ,

経 営情 報 シス テ ムの 講 座,そ して フ ァイ ル 構造 や,テ ープ ・デ ィ ス ク ・ ドラ

ムな ど を使 っ た検 索 の手 法 な どを学 ぶ デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トの 講 座 が あ る。

第3段 階 の コー ス は,情 報 理 論 を広 く扱 っ た情 報 シス テ ムの 講 座,プ ー ル代

数 を 中 心 と した ス イ ッチ ン グ理論,そ の応 用'と して の コ ン ピュ ー タ シス テ ム

デザ インの講座,さ らには線型計 画,動 的計 画,待 ち行列,探 索問題 な どを

含 む オ ペ レー シ ョン ズ ・ リサ ーチ の 講座,数 値 解 析 の理 論 な どを学 ん で,コ

ン ピュ ー タ ・サ イ エ ンス の セ ミナ ー,特 殊 問題 を経 て,最 終 的 な論 文 を書 く

こ とに な る。 と くに重 点 が お か れ て い る の は,ア セ ン ブ ラ,コ ボ ル な ど,プ

ログ ラム 言語 の 実 践 的 な使 用 技 法 で あ り,教 科 内容 につ い て もプ ログ ラム技

術 の 習得 が 中心 に な る こ と となっ て い る。 今 後 の方 針 と して も,シ ス テ ムデ

ザ イ ン,デ ータ ベ ー スの 理 論 な ど,コ ン ピュ ータの 有 効 な利用 の た め の技 法

の 研 究 を 中心 に して ゆ くとの こ とで あ る。 この た め,本 大学 の場 合 は,専 門

的 な ハ ー ドウェ アの 研 究 は行 っ て い な い。 な お本 大学 の コ ン ピュ ー タ ・サ ー

ビス セ ン ター に設 置 され てい る機 種 は,NEAC2200/200とUNIVAC

9480の2つ で,と くに前 者 は 日本 電気 の技 術 支 援 を受け,供 一与され て 実 習

機 と して い る もの で あ る。 これ ら を使 っ て 同 セ ン ター では,'大 学 内 の デ ー タ

処 理 業 務(学 生 の 家 庭 環 境 な ど につ い て の 統 計業 務,政 府 へ 提 出 す るた め の

教 育 統 計 資料 の 作 成,整 理 な ど)を も行 って い る。 この セ ンタ ー の ザ ー ビス
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シス テ ムは, .ク ロー ズ ドシス テ ム の み で,1日 の 平 均 稼 働 時 間 は20時 間 だ

とい うこ とで あ る。 ス タ ッフのほ うは パ ー トタ イ ム の キ ・一一パ ンチ ャ ーが8入,

プ ログ ラマ ーが28入(そ の うちの15入 が テ ィー チ ング ス タ ッフ),そ し

て シス テ ムエ ン ジニ アが3人 い る。 チ ュ ラロ ン コ ン大 学 の 場 合 コ ン ピュ ー タ

関係 の み な らず,計15の 学 部 と大 学 院,3つ の 研 究 所 を もつ 総 合 大学 で あ

り,'コ ン ピュ ー タ学 科 以 外 の学 部 で も別 々 に コ ン ピ ュ ー タ関係 の 講 座 が ある。

ま た,本 大学 では 年 に2回,学 外 者 の た め の コ ン ピュー タ教 育の ため の 開

放 講座 を 開 いて い る。 夕方 の5時 か ち8時 ま で,1.週 間 に2同 ず つ計6時 間,

全 体 で40時 間 の コー ス で ある。 参 加 者 は150人 く らい で,企 業,政 府 関係

と も多 い。 費用 は20'ド ル で あ る。

この ほ か に もチ ュ ラ ロ ン コ ン大 学 で は,毎 年 夏 期 特 別 講 座 も開催 して い る。

参 加者 は600人 に も及 ぶ。

3)AsianInstituteofTechnology

面接者

於

AITは 大学 で教育 を受け た技術者 に対 し,

として,国 際的協 力に よって設立 された もの である。 これは,開 発途上国 を

中心 とす るア ジア(中 近東 も含 む)各 国 が,今 後 必要 とす るこ とになると思

われ る技 術(土 木元水 資源,構 造工学 な ど)に 関 す る教育 を行 うべ く設立 さ

Dr.DavidScott

(Director,RegionaiComputerCenter,Asian

InstituteofTechnology)

Dr.}liroyoshiShi-igai

(VicePresidentandProvost,AsianInstitute

ofTechnQlogy)

RegionalComputerCen'ter,AsianInstituteof

・Technology ,Km41PhaholyothinHighway

さ ら に 高 等 な 教 育 を 施 す 機 関
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れ た もの で,各 国 の大 学 卒 業生 を対 象 と し,修 士以 上の学 位 取 得 に相 当 ず る

教 育 を行 な っ て い る。AITに はRegionalComputerCenter(RCC)

と よばれ る コ ン ピュ ータ ・セ ン ターが あ り,IBM370/145が 備 え つ け ら'

れ て い る。RCCは1975年 にUSAID(UnitedStatesAgency

forInternationalDevelopmen't),IBMWorldTradeAmericas

/FarEastCo.,そ してAITの 努 力 で 設 立 され た もの で,AITの 学 生,

学 部 ・本 部,あ るい は地 方 機 関 の ため の計 算 サ ー ビス を行 なっ て い る。IB

M370/145と い うの は主 メ モ リーが1BMで,こ れ を使 い オ ン'ライ ン 処理

(対 話 計 算 サ ー ビス),バ ッチ処 理 の 両 方 を行 っ て い る。 このほ か に も,デ

ー タ準 備 の た め の ワ ーク ・ス テ ー シ ョン,オ ン ライ ン対 話 方式 の ビデ オ ・デ

ィス プ レイ装 置 もあ る。 構 内,セ ン ター 内 に は キー ボ ー ド,CRT端 末 が約

30台 分 散 配 置 して あ る。 これ らの シス テ ムの 運用 には,OS/VSI,V

M/370と よば れ る,IBMに よ り供 給 さ れ た シス テ ム コ ン トロ ール プ ログ

ラ ムが 使 用 され てい る。 この マ シ ンはIBMか らの レン タル で,そ の ほ か に

IBMの 派遣 に よる 人員 を も含 め て4年 間,ア メ リカ ドル で2百 万 ドル に あ

た る,IBMか らの 補 助金 に よっ て利用 に供 され て い る。 また,こ の シス テ

ムに は 広範 囲 の デ ー タベ ー ス,デ ー タ コ ミュ ニ ケ ーシ ョン,デ ー タ検 索 パ ッ

ケ ー ジ,あ る いは そ の 他 多 くの ア プ リケ ー シ ョ ンパ ッケ ー ジが 適 用 可 能 で,

今 後 さ らに シス テ ム を拡大 し,ア プ リケ ー シ ョ ンパ ッケ ー ジの 数 をふ や す 計

画 を もっ て い る。

RCCは,計 算 技 術や ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラ ムに 関す る講 義,公 開研

究 の ほ か,ス ポ ンサ ーつ きの研 究 プ ロジ ェ 久 トに も関与 す るが,そ の 他 に も

年 中,公 開 講座 を行 い,そ れ らの技 術,ア プ リ ケー シ ョン に つい ての セ ミナ

ー
,短 期 講 習,コ ン ファ レ ンス な どを行 っ て い る。
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22.4ブ イ.リ ピ ン

1)・PhilipPineComputerSociety

面 接 者JoaquinQuintos,1Ull

(DirectorforSupportServices,SEARCC)

於SEARCCOffi.ce,MCCP.O.Box950,

Makati,MetroManila

フ ィ リ ピ ン に お け る コ ン ピ ュ ーータ利 用 の 現 状 に つ い て は,別 添 資 料 『ED

P展 望 』 を 参 照 さ れ た い 。

フ ィ:リ ピ ン の コ ン ピュ ー タ 界 に とっ て 本 年 最 大 の 行 事 はSEARCC(So-

uthEastAsianRegionalComputerConference)が9月4日 ～8

日 に マ ニ ラの フ ィ リ ピ ン 国 際 会 議 セ ン タ ー で 開 催 さ れ る こ と で あ り,日 本 か

らの 積 極 的 参 加 も期 待 さ れ て い る 。 この コ ン フ ァ レ ン ス で ど の よ うな 問 題 が

討 議 さ れ る か を 仔 細 に 分 析 す れ ば,東 南 ア ジ ア 諸 国 の コ ン ピ ュ ー タ事 情 お よ

び 情 報 処 理 の ニ ー ズ が どの よ うな と こ ろ に あ る か も明 らか に な る で あ ろ う。

コ ン フ ァ レ ン ス の プ ロ グ ラ ム は,大 別 して ,コ ン ピ ュ ー タ 自体 の 諸 問 題,

管 理 問 題,応 用 の 三 つ に な る が 元 本 調 査 の 目的 に 関 連 深 い もの と して,「 東

南 ア ジ ア に お け る コ ン ピ ュ ー タ 技 術 お よび 応 用 の 現 状 」,「 東 南 ア ジ ア の 環

境 にEDP技 術 を い か に 適 合 さ せ る か 」,「NationalComputerCenter

の 適 正 な 役 割 」,「 中古 コ ン ピ ュ ー タ お よび 第 三 者 リー ス 」 「コ ン ピ ュ ー タ

教 育 」の よ う な セ ッ シ ョ ン,講 演,パ ネ ル 討 論 が あ る 。

2)NationalComputerCenter

面 接 者P。F。Baraoidan

(ManagingDirector,NationalComputerCenter)

於Nationa1ComputerCenter,Camp'Aguinaldo,

Quezon-City
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NCI(NationalComputer'lns'titute)はs'そ の 教 育 プ ログ ラ ム が

民 間 部 門 へ も 向 け られ て い る と は い え,政 府 の た め の 一 貴 したEDP教 育 プ

ロ グ ラ ム を 開 発 し実 行 す る た め に 設 け られNCC(国 家 政 府 の コ ン'ビ ュ ーータ'

設 置k・ よび 処 理 プm'グ ラ ム に 加 わ る こ と を 委 任 さ れ て い る)のEDP教 育 機

関 で あ る 。

NCIに 設 置 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ は,ア イ ・ ピ ー ・エ ム の360/20

(1970年 設 置 ・6Kバ イ ト)・ フ ・ ・ ム の23・/45S(・975年 設 置,
.

384Kバ イ ト),ユ ニ パ ック の90/30(1975年 設 置
,96Kバ イ ト)の

3台 で あ る。 ア イ ・ ピー ・エ ム360/20は
,月 曜 か ら金 曜 ま で の 午 前8時 か

ら午 後5時 ま で 稼 動 さ れ,月 平 均 で は180時 間 運 転 さ れ る。 フ ァ コ ム230/

45Sは,月 曜 か ら土 曜 ま で の24時 間 稼 動 さ れ ,月 平 均 で は1700時 間 運 転

さ れ る 。 ユ ニ パ ック90/30は 月 曜 か ら金 曜 ま で の 午 前8時 か ら午 後5時

ま で 稼 動 さ れ,月 平 均 で は87時 間 運 転 さ れ る。 コ ン ピュ ー タ サ ー ビス は ク

ロ ー ズ ドシ ス テ ム が と られ て い る
。 ス タ ッ フ の 数 は,キ ー パ ン チ ャ ー が58

名,プ ロ グ ラ マ ー が35名,シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア が7名,で あ る。 教 授 陣 は ,

TeresitaAbadilla,RamonAcebes,RosarioAmor,AidaCar-

rillo,PurificacionEleazar,IgnacioGarcia,MaryAnnMora-

1eda,EvelynSangueza,DaniioVillanuevaの10名 で あ る
。

NCIで は,マ ネ ジ メ ン ト志 向 の プ ロ グ ラ ム,技 術 志 向 の プ ログ ラ ム,イ

ン プ ッ ト準 備 プ ロ グ ラ ム,の3つ を 一 般 に 公 開 して い る
。 マ ネ ジ メ ン ト志 向

の プ ロ グ ラ ム は 年 に2回,3週 間,技 術 志 向 の プ ロ グ ラ ム は 年 に4～5回 ,4

～17週 間
,イ ン プ ッ ト準 備 プ ロ グ ラ ム は 年 に6回,4週 間,そ れ ぞ れ 行 な

わ れ る 。 特 別 の コ ー ス お よび 訓 練 教 材 の 費 用 を 除 い て,授 業 料 は 無 料 で あ る。

訓 練 を 受 け る 人 は,最 低 で15人,最 高 で40人 で あ る。

NCIで 教 育 さ れ た 学 生 の 就 職 状 況 は 良 好 で あ る 。 ま た,コ ン ピ ュ ー タ教
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育 につ い ての 重 要 な 問題 点 は教 授 が 時 々不 足 す る こ とで あ る。

フ ィ リ ピンの コ ン ピュ ー タ教 育 お よび 訓 練 プ ログ ラ ムの 相対 的 重 要 性 につ

い てNCIで は 次 の よ うな 順 位 を つけ て い る。 先 ず 第1に コ ン ピ ュー タ メー

カ ーの教 育 プ ロ グ ラム を あげ,以 下,OJT,公 共の教 育機 関,各 組 織 内 で

の 教 育 プ ログ ラム,国 外 の 教 育 プ ロ グ ラム,大 学,高 校,と ラ ンクづ け して

い る。

フ ィ リ ピン政 府 は コ ン ピュ ー タ 教 育 に 非 常 に協 力的 で ある。

NCIは,日 本 の 専 門技 術 を 非 常 に歓 迎 す る し,NCIの 教 授 陣 ある い は

スペ シャ リス トの 日本 へ の 派 遣 が,コ ン ピュー タ技 術 の 知 識 の フ ロンテ ィア

を広 げ る こ とにな ろ う と考 え て い る。

■
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3 Questionaire

QUESTIONAIRE .

NAMEOFTHEUNIVERSITY

1.Outlineofthe'

1-1.Faculties,

ONIVERSITY

un■vers■ty:'

numberofstudents andteachingstaff;
」

nameoffaculty students teachingstaff

1.

2 .

.－L.F-F-,'.・ ■

3

.・ ・

,

.

・

4 ,

5

も ・

,

.

6

・,,●r、 ヤ 、

,

{,

.

7 ,

8 ,

一一.、,一 ㊨層,}7-一 －A-'A・ 、・一

2.Currentstateofcomputerutilization;

2-1.Computer(s)installed:

Machille Yearinstalled Coresize TSScapability .
・●

…

吟 、P・'●

,
4

-・ ■P一、

9・ 一亀

一 一

一,.・,一 一'.A・,㎡ 一

A.-.

、.9.

」

2-2.Organizationalformofthecomputin9'function:

()1.belongstoaspecificfaculty

()2.university-widecomputercenter

O3・ ・th・ ・ 。・gani・ati・n・1f。m(givgth・ ・.d・t・i1)
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2-3・Computingservicesystem:

(〕1.closed-system

()2・open-system'・ い 、∴1∴J.・

03.・ther(giv・th・d6ta已)

「

2r4.・.Currentstate.ofoperation:・ ・"・ ・

1・dailyoperatlonhourfrom・to・

2.averagemonthlyruntimehrs.

3.pumberofstaff

, .keypuncher...

;・・ 』』P'rogrammer

t
tSE

ヒ
{2-5・Computernetwork:

lNetw・rkb・tweenc・mput・ ・cent・r・ ・f・th・ ・.univ・r・ity

l.orinstitutions,

i∵'"01.Yes-'

i・()・2.No

3・;9卿 垣 ・gdμcati・n・
.-

3-1.Whatkindsofeducatiqnprogramaregiventothe

students?

;…'⑪1'蒜1;謡'1:ml隠en,。 。,)(・)Yes.O,。
}

,()2.programwithineachfaculty
.-

"
`

.
'

3-2.NumberG/orpercentageofthestudentsattending:

,

3-3.Numberofteachingstaff:

●

3'
.4・
.A零eth .et、extbook

language?

()1.Yes'

()2.No

ormaterials avairable'inyour own
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e

.

3-5・H・v・y・ulanyp・ ・gram・ ・P・ ・t・th・p・bli ,C'?tt

〔 〕1.Yes・

()2・No .1'-

IfY?s・,・

a
,・typesofprograms

、

、

、

3-6.

3-7.

b.

C.

d.

e.

Howis
.

()1.

()2.

Whatare

computer

e・9・

frequency

durati。n

numberoftrainees

tu■t■on

th・j・b・PP・ ・t・・ityt・th・ ・t・q・ ・tsed・ ・at・d・ ・

1nformationprocessingspecialists?

good

notespecialygood

theimportantproblemswith'regardto

education?

staffteaching

・・mp・ti・gfacilities

teachingmaterials

budget

etc.

4.Computereducationandtraininginyourcountty:

4-1.Whatdoyouthinkistherglativeimpdrtanceofthe

variouseducationalandtrainingprogramsinyourロ
count「y?(giv・thera・k・rd・r)

()1.highs(lhoo1

(〕2・university,

O
.3・educati・n・1P・ ・gramwi・hineach・ ・gani・a・i。 ・

(e・9・company)
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()4.OJT』 『.『'・ ・'・ ・.L・.1〃:・ ご

().5.publiceducationalinstitution1・ ∵::七

()6.computermakerorsupPIier'

()7.educationalpro9.ramsoutsideyourcountry

4-2.whatisthegeneralpolicyOfyourgoverh血ent'asto

thecomputereducation?

t'・
"

5・PossiblecooperationofIITwithyouruniversity:

5-1.Pleaseco㎜entonthefollowingideasofourcooperation:

∴(・upP。 ・'eth・t・pa・t・ ・`t・t・1h6諏arium
,trav61。nd

stayingexpensesareprb、 〆idedby'IiT)

1.Sendingourspecialists(universityprofessors,

practicians,etc.)tooffer層spec手aleducation

pr6gramsatyouruniversity

2・Invitingyourteaching

students)toJapan

stafforspecialists(or

5-2.HaveyouanyotherideaSonthissubject?'

一2 .6一



'

■

.

金

・

NAME

1.

OFTHECOMPUTER

Outlineofthe

1-1.Objectives:

qUESTIONAIRE

SOCIETY

、A

'

「

COMPUTER

SOCIETY

.
SOC■ety:

.

ノ.
1

.

.

s

:

` ㌔

1-2.Member

Types

タ
organizationsandindividuals:.

.、

,L

7.

、NumbeTS

.

1-3.Activities:

、

噺

.

・

.

1-4.Organizationa1

、

、.

一

.」9」.

,

structure:
一

∫

`.

A

.

'

〆 」

'

"'

'

、

.

「
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f

' ●5一1

●1一

」

2

バ

●
2

●2

.

一2

●

●

3

4

一

■

つ
乙

つ
乙

■
5■
.
2

Financialbases: ・子1
.t..: ご'L∵ 、:}

Currentstateofcomputerutilization:

・。v。y。uany、 。。v。yd。t。 。n,hissubjeci,

(.)1・Yes、"

()2.No・".

ll:、註1。lvllu;:二,tl:蒜;eltlevelolcompute「

Couldyougiveusanyexampleofadvancedapplications?

()1.Yes、

〔 〕2.No

Whatkindsofbenefitshavebeenrealizedbythe

・computerinstallationinmemberorganizations?

Wn。tar。th。i。p。r,an,p。 。b・。m。p。i。,。d卯,by,h。'

memberorganizatiohswithregardtocomputerutilization?
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'

3. Education andtrainingofcomputerstaff:
A

3-1. Whatdoyouthin1(istherelativeimportance ofthe

variouseducationalandtTainingprograms ihyour・

country?(givethe .rankorder) ,

()1.highschoo1

()2・university

()3.educationalprogramwithineach brganization
、

()4.OJT

(〕5.educationa1.progralns、providedby theoutside

inStitUtiOnS〔e.9.』UniVerSity, yOUTsociety)

()6・computerma】(erorsupPIieτ

()7.educationalprogramsoutsideyour country

・

3-2. Howabouttheavailabilityof informationprocessing

specialists?

(〕1.sufficient
◆

()`2.insufficient

ifinsufficient,howaboutthelongrange outlook?

〔e.g.5yearsahead)

.

.

3-3. Doesyoursocietyproveideanyeducationa1 or

trainingProgramstoyourmemberorganiZations ?

()1.Yes
.

も 〔)2.No

ifyes;

1.typesofprograms=
・

' 2.frequency:
.

3.duration:・
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4.number・oftrainees:

5.teachingstaff:

6.teachingmaterials:

7.whopaysthecosts:

3-4.Wtlataretheimportantproblems .pointedout、bythe

memberorganizationswithregardtg・ ρducationof

informationprocessingspecialists?・

3-5.Haveyouany,supportfromyαurgoverpmentwithrespect

totheeducationofinforrnationprocessingspecialists?

()1.Yes,

()'2.No

4.PossiblecooperationofIITwithyoursociety:

4-1.Pleasecommentonthefollowingideasof・ourcooperatlon:

(supPosethatapartort6talhonorarium,traVeland

stayingexpensesareprovidedbyIIT)1..・

1.Sendingour'specialists(universityprofessqrs,

prac・i・i・ ・ …t・ ・)t・ .rff…pecia1 .education

programsatyour■nst■tutlon

〉
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2.Invitingyour

Japan・

teachingstafforspecialiststo

4-2.Haveyouanyotherideasonthissubject?

・

."

■

'
」.1
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4.資L料

4.1DPEducationinDevelopingC◎utries

発展途上国に於ける情報処理教育

Graham.P.Mead

Head .

DepartmentofComputerScience

HongKongPolytechnic

概 要

この論文は発展途上国に おけ る情報処理 教育の必要性,即 ち如何 な る種類 の教

育が要求 され,さ らにそれ を如何 に組織 す るか にっいて論議す る。

特に重要 な事 は,コ ンピュータ ー技術同様に,業 務手続 きの訓練が要求 され る

事 である。

実際 の作 業 に重点を お くことは,大 学及び その他の養成 機関が,基 礎 的な情報

処理教育 計画 を実施す る種々の方法 を慎重に検 討す る事 を うながす であろ うと考

え られ ているか らである。

本論文に述べ られてい る多 くの考え方 は,既 に,ホ ンコン=ポ リテ クニ ックに

お いて実行 に移 され てい る。

序 説

"情 報処理教育の もつ有効期 間は約5年 であ り
,5年 たてば時代遅 れ となる♂

これは米国の1人 の計 算機教 育の専 門家の意見 であ り,世 界 中の人々の認 め る

ところである。

これが真実 な らば,今 日の新 しい計算機教育修得者 の知識 は5年 以内 にす たれ

て しま う。

この おどろ くべ き声明 の論拠 と しては,も ちろんの こ と,計 算機技術の変化が

非常 に早 く,今 日の設備 に取 ってふさわ しい技術 は1980年 代初期 には不適当 な

もの となろ う。
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発展途 上国の企業活動 においても,皐情報処理機能は しだいに重要 な役 割 を果た

す ようになって きっ つある。

多 くの企業 の安 寧はまさに,情 報処理 業務 の成否に依存 して いる とい える。

さ らに,こ れ らの業務の有効性は計算機部 員の専門的知識に依存す る。

最高管理 者はハ ードウエアーに対 して多額 の出支をい とわないけれ ど,訓 練の

ゆき とどいた十分 のスタ ッフが いなけれぽ設備の有効的 な活用は で きない とい う

事 に十分 気がっかないでいる事が しば しばある。

この よ うな問題 は世界的 に共通の ものである。

発 展途 上国に とっては これは よりきび しい問題 である。

先進 国に比べ ると,計 算機の専門家 の持 つ経験 とか,新 しい知識 を得 る機会は

は るかに少ないの である。

スタ ッフを海外 に留学 させ る事はそれほ ど満 足のゆ く策 では ない。

外 国で提供された訓練は発展途上国の要 請に対 しては不適当な事 が しば しば あ

る。"

これ らの問題 を解決す るには ど うすれば よいであろ うか?

教育的 プ ログラムが要請 されて くるのはあ きらかである。'

これは,問 題 となってい る,発 展途上国の要請 を満たす もの でな くて はな らな

いo

資源不足 とい う事 は,訓 練 の タイ プ,即 ちその内容 と方法の 問題が最 も重要で

ある事 を意味 す る。

本論文では考察 すべ き最 も重要 な問題 に光 をあて,さ らに有効 な訓練 の方法 を

い くつか提示 しよう。 …

需 要

しば しば,新 聞紙上に,産 業界 は大学生 の受け る計算機教 育が不 十分 である と

みな してい る事が報道 される。
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この批判は普通,そ の教 育内容 に向 け られ る。

計算機がい かに有効 に使用 で きるか とい う事 よ りもむ しろ,機 械 にっいての研

究及び,そ の理論的基礎 に余 りに も重点が おかれ た様 に感 じられる。

計算 機の適用 分野 の大部分は商業的分野 であるか ら,特 に先進 国においては,

その種 の教育 に より重点 がおかれ るべ きである。

余 りに も多 くの大学が,商 業的 な情報処理 スタ ッフ教育 を軽視 し,時 には全 く

無視 してい る場合 さえ ある。

したがって,十 分 に満足 していない雇用者は,大 学 に対 して,産 業界が欲 して

い る この種の 教育 を行 な うよう要請 すべ きである。

これ に対す る可能 な策 として,雇 用者側 に とって適切 であると思われる よ うな

課程の学生 に対 して奨学金等 の財政 的援助 を提 供す る ことである。

企業は,適 切 な訓練 を行なっ ている スタッフに対 して常 に可能な援助 を与 える

べ きであ り,さ らに,そ の目的達成のためには十分な時間 を与 えるべ きである。

そ うす る事 に よって,各 個人の 日々の仕事 と訓練 の調整が 可能 にな って くる。

又,企 業側 か ら見れば,後 立 てのある訓練 が会社に対す る忠誠心,こ れは組織

に対す る より も自身 の訓練 に対 して より強い忠誠心を示すメ ンバ ーに不足 してい

る ものであるが,そ の ような 忠誠心 を助長 させる とい う付加 的な利点 を もっ こと

にな る。

情報処理 教育 に対 する需要 に不足は ない。

学童 は特 に,計 算機の 魅力に引かれ,収 入が良 く,現 代的な趣 きを持つ 職業に

あこがれ る。

確 かに,そ の知識 を広 げ,増 大 させ ようとしてい る計算機の専門家の興味 に不

足 はない。

最近の情報処理 スタッ フの調査(1)に よれば,97%以 上の返答が,さ らに進 んだ

訓練 の要求 で あった。
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これ は お どろ くべ き もの で は な い,と い うの は,計 算 技 術 は 急速 な 変化 を とげ,

っ い最 近 ま で公 式 の 資格 とい う もの は ほ と ん どな か っ た。

そ して,土 一ザ ーに とっ て は,業 務 遂 行 のた め に 計算 技術 に 関 す る知 識 の重 要

度 が 増 す につ れ て,計 算 機 教育 が 増 々必 要 とな って き た。

最 後 に,社 会 全 体 の 中 に,計 算 機 に対 す る意 識 を十 分 に植 え つ け よ うとす る要

求 が あ る。 な ぜ な ら,コ ン ピュ ータ リゼ ー シ ョンの影 響 が,次 第 に 日々 の生 活 に

ま で も及 ぼ され る よ うに な っ て い るか らで あ る。

従 って,適 切 な訓練 計 画 の 要請 は 多 い。 問題 は,そ れ らを如 何 に提 供 す るか で

あ る。 訓 練 の 内容 と方法 とが 検 討 され ね ば な らない。

訓 練 の 類 型

シ ステ ム分 析 者

ほ とん どの 国 で,シ ス テ ム分 析 者 を要 求 す る声が 聞か れ るが,特 に,コ ン ピ ュ

ー タ リゼ ー シ ョンの それ ほ ど進 んで い な い 国が そ の要 請 が強 く鋭 い もの で あ る。

1976年9月 の シンガ ポ ール でのSouthEastAsiaRegiona1Computer

Conferenceに お い て,優 秀 な シス テ ム分 析 者 が 東 南 ア ジア 地 域 に は不 足 して

お り,そ の現状が早急に補 正され るべ きである事が指摘 されている。向 じ様 な論

評は他の場所 で も聞かれ る事 である。

先進国に おけ る計算機教育 での第一の重点は,実 務に十分な期 間をかけた訓練

を行 なっ た商業 シ ステム分析者 の養 成 である事は明 らかな事 である。

従 って,母 国 での計算機 講座が不足 しているために,発 展途 上国の 学生 は海外

に出 て,欧 米 の大学 において研究 して きた。

その研究 に多 くの時間 と費用 とをかけ たに もかかわ らず,帰 国 して くる と,彼

らが修得 した訓練 の大部分が母国の需要 と無関係 である事 に気 づ く。

先進国 の大 学に おけ る多 くの論題 は,他 の国が現在有 している需要 とは無関係
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で あ る。 そ の 論題 は 余 りに も理 論 的 で,計 算 機 自 身が 研 究 対象 とな って お り,計

算 機 に よ って何 が 出 来 る か は研 究 対 象 とな って はい ない。

正 式 な 訓練 と経験 を積 んだ シ ステ ム分析 者 の 十 分 な 供 給 が,計 算 機 に よる情 報

処理 システ ムの 実 施 に は基 本的 な事 で あ る。

必 然 的 に,入 手 可能 な 高 価 な資 源 を有効 に使 用 で きる シス テム分 析 者 の訓 練 に

重点 が お かれ る。

この よ うな人 々 の 十分 な供 給 な しで は,コ ン ピ ュー タ リゼ ーシ ョンの発 展 は き

び し く抑 制 され る。

シ ステ ム分 析 者 の 訓練 と して最 も重要 な もの は,

(1)営 業 及 び財 務 手 続 きにつ いて の知 識

(2)コ ン ピ ュ ータ ー及 び コ ン ピュ ータ ー プ ログ ラム の理 解

(3)シ ステ ム 分析 技 法

(4)実 務 的 訓 練

で あ る。

新 卒 者 は業 務 手 続 の理 解,経 験,そ して専 門 用 語 に関 しては,そ の 一般 的 水準

は低 く,特 に,後 進 国 に おい て問 題 とな る。

し たが っ て,十 分 な 資 格 を有 した シ ステ ム分 析 者 は業 務,及 び財 務 手 法 の 完 全

な 基礎 知 識 を持 つ 事 を要 求 され,い か な る訓 練 計 画 も,後 進 国 に おい て は特 別 な

注 意 が 払 わ れ るべ きで あ る。

計 算 機 を 使用 す る ため には,シ ステ ム 分析 者 は,計 算 機 が 出来 る事 と不 可 能 な

事 項 とを よ く区別 せ ね ば な らな い。

と ころで,シ ステ ム分 析 者 は コン ピュ 一 夕 ー プ ・グ ラム作 成 の 経験 が 必要 か否

か とい う問 題 には か な りの 議 論 が ある 。

そ れ に対 す る意 見 は次 の よ うに分 か れ て い る。
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L －

あ る人 は,writing(ラ イテ ィ ン グ),debug(デ バ ック),及 び プ ログ ラム

の実 行 等 は計 算 機 の 感 触 を人 に 与 え,そ れが本 質 的 な事 で あ る と信 じて い る。

又,あ る入 は,そ の 種 の 経験 は 学 生 をユ ー ザ ー志 向 的 で な く,機 械志 向的 にす

る傾 向が あ る と信 じて い る。 又 さ ら に次 の問 題 点 も考 察 され る べ き で ある。

発展 途 上国 の コ ン ピュ ータ ー シス テ ムの平 均 的 な サ イズ は 先進 国の そ れ と比 べ

か な り小 さ くそ して,小 さ な装 置 には コ ン ピュ ータ ー ス タ ッフ が ほ とん ど付 い て

い ない の で,そ の様 な状 況 下 の 分析 者 は,本 来 は彼 の 職 分 では ない とみな され て

いる 多 くの 仕 事 を遂行 せ ね ば な らな い で あろ う。

この よ うな理 由 か ら,プ ロ グ ラム を書 く能 力は 最 も重要 な もの にな りそ うで あ

る。

いか な る訓練 に お いて も,完 全な 基 礎 知 識 を保 持 す る事 と,そ れ を実 際 に遂 行

す る能 力 との 間 に は ギ ャ ッ プが ある。'・

した が っ て必 然 的 に,訓 練 計 画 は,そ の知 識 が 統 合 され か っ実 際 の 活動 と関係

づ け られ る よ うな,か な り実務 的な 構 成 を成 して い な け れば な らな い。

そ して,理 論 と実 際 の よ り良 い合 成 を行 な う事 に よ り,シ ステ ム分析 の訓 練 が

成 果 を もた らす よ うな最 も望 ま しい環 境 を提 供 す る 。

プ ログ ラマ ー

伝統 的 に見 て,プ ログ ラム 講座 は,機 械 の概 略,コ ン ピュ ータ ・ロジ ック及 び

ナ ンバ リン グ シ ステ ムの 基礎,そ して,ア セ ン ブラ ーに関 す る演 習 を終 えた あ と

で 高度 な言 語 の 文 法 に進 む。

この講 座 は究 極 的 に は コ ーデ ィ ン グ に重 点 を 置 い て い る。

大 部 分 の 講座 は この ア プ ロ ーチ を取 り,よ り重要 な プ ログ ラム デザ イ ンを無 視

してい る。

プ ロ グ ラ ミング訓 練 の 主 た る 目的 は,最 小 の維 持 費 で,穏 当 な時 間 内 に,仕 様

書 に応 じた プ ロ グ ラム を作 成 す る事 の で きる学 生 を養 成 す る事 で あ る。
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従 って,機 械 の効 率 性 よ り もむ しろ簡 単 な プ ログ ラム デ ザ イ ンの 構造 が 要 求 さ

れ る。

この事 は プ ログ ラムの 効 率 性 は関係 な し とす る とい う意味 では な くて,む しろ

効率 性 に関 す る重要 度 は小 さ くなっ てい る事 を述べ てい る。

計 算 機 の急 速 な 記 憶容 量 の増 大,ハ ー ドウ ェ アの 費用 の 低 下 は,そ の他 の 問題

を犠 牲 に して 効率 を追 求 す る必 要 性 が 小 さ くな る事 を意味 してい る。

デバ ッグや維 持 の 困 難 な効 率 的 な プ ロ グ ラム を作 る事 は ま ちが っ た節 約で あ る。

現 代 の プ ログ ラ ミン グ講座 は,プ ロ グラ ム構造 とか,各 モデ ュ ールが どん な相

互関係 を もつ か,検 査 や 維 持 の 容 易 さ,報 告 書 形式 の基 準 の維 持,チ ーム作 業 等

に 集 中 して い る。 これ らの 研 究 は 大部 分が 言 語 とは独 立 した もの で あ る。

どの言 語 を教 え るか とい う問 題 が しば しば 議 論 の 対 象 とな る。 多 くの雇 用 者,

特 に 大型 機 械 を使 用 してい る 人 達 は コ ボル の使 用 を勧 め る。

しか し,小 型 機 のほ とん ど は コボ ル ー コ ンパ イ ラ を持 っ て お らず,ミ ニ コ ンが

優位 を 占め る所 では コボル プ ログ ラマ ーの養 成 は必要 な くな るで あ ろ う。

小 型機 に とっ て最 も一 般 的 な言 語 は ベ ー シ ック で あ り,そ の拡 張 され た言 語 と

共 に 用 い れば,D.Pを 適 用 す る場 合 に は十 分 で ある 。

R.P.Gは,PL/1の 様 な他 の 言語 同様 に支 技者 が い る。 多 くの人 々 は,一 般

的 な利 用度 か ら,フ ォ ー トラ ン も教 え られ るべ きだ と言 うで あろ う。 しか し,学

生 に 多種 類 の言 語 を教 え る事 は 重荷 とな っ て危 険 で あ る。

よ り進 んだ プ ロ グ ラ ミング訓 練 が 採 用 され る時 には,ど の言 語 を教 え るか とい

う問題 は さほ ど重要 でな くな る で あ ろ う。

全 ての 言語 に共通 の概 念 を強 調 す る講 座 で あれ ば,学 生 が どの言語 をマ スタ ー

す る か に関係 の な い基 礎 を与 え て くれ る。

単一 の,又 は 複 数 の 言 語 に関 連 した コー ド及び 装 置 は実 用 的 な プ ロ グ ラム を進

展 させ る ため には もち ろん 教 え られ るべ きだ が,余 り重荷 に な らな い よ う考 慮 さ
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れ るべ きで あ る。

オ ペ レー タ ー

オ ペ レ ータ ー は,正 規 の 仕事 の 一 環 と して,大 規 模 で 高 価 な設備 を操 作 す るの

で あるが,彼 らに対 す る訓練 は しば しば最 小,又 は皆 無 で あ る場 合 が 多 い。

技術 な らび に オ ペ レーテ ィ ング=シ ステム手 法 の発 展 は,オ ペ レ ータ ーが行 な

うべ き仕 事 の 数 を減 少 させ た。 が しか し,オ ペ レー テ ィ ング=シ ステ ムの複 雑 さ

が 増 し,生 じて来 る 問題 は,よ り以 上 に深 刻 な もの と な る傾 向が あ る。

その 欠 陥 の 分析,修 正 の ため に は,問 題 の数 を最 小 限 度 に お さ え る よ うな,十

分 に訓 練 を積 ん だ オ ペ レータ ーが 必 要 で あ る。

徹 底 的 な,そ して シ ステ マ テ ィ ックな訓 練 を受 け たオ ペ レ ーテ ィ ング スタ ッ フ

は より効 果 的 にル ーチ ン ワ ーク を行 な うだ け で な く,欠 陥 を早 め に 見抜 く事 で 多

額 の費 用 を要 す る破壊 を減少 さ せ た り,又 は,そ れ を避 け さ え もす る だ ろ う。

オペ レー タ ー の適 切 な訓 練 計 画 は,よ り多 くの経 験 を もっ た同 僚 の作 業 の観 察

に かけ る時 間 が 長 けれ ば 良い とい う もの で は な い。 そ れ は,教 育 と実 務経 験 とか

ら成 り,十 分 に 練 られ た ス ケ ジュ ール で あ る。

訓 練 を受 け るほ とん どの オ ペ レー ター は,計 算機 と計 算 機 技 術 に 寓す る予 備知

識 をほ とん ど もっ て い な い。 装 置 の 各部 分 の 機 能 と操 作 に つ い て説 明 を行 な うべ

きで あ る。

あ る ユ ニ ッ トで 要求 さ れ る技 術 が十 分 に修 得 され る ま で,次 の ユ ニ ッ トに進 む

べ きで ない 。 各 ユ ニ ッ トでの 諸 目的 は記 録 され,完 了 した 時 に照 合 の 印 を付 け る。

この実 務 的 な 段 階 が 完 了 した あ とで,計 算 機 の 内 面的 な作 用 の概 念 に 進 む 。

オ ペ レーテ ィ ン グ シ ステ ム の陰 に あ る デ ータ ーの 表 現,例 外 的 な状 況 の判 断,

問題 の レポ ーテ ィ ング,等 は この 段 階 に おい て修 得 され るべ き分 野 であ る。

この 訓練 段 階 の範 囲 と内容 は 多分 に,入 手 可能 な 設備 に依 存 してい る が,し か

し,そ の重 要 度は 大 きい。
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各 々の トピ ック スは 実 際 の状 況 の下 で 実演 さ れ,体 系 的 に専 門知 識 が得 られ ね

ば な らな い。

した がっ て再 び,各 問 題 点 に お け る ミスが な い よ うに,チ ェ ック リス トを必要

とす る。 オペ レー ターの 機 能 の重 要 度 は ,彼 の ミス に よっ て 多額 の 費 用が 必 要 と

な る事 を意 味 してい る。

徹 底 した体 系 的 な訓練 計 画 へ の投 資 は,ヒ ュ ーマ ンエ ラ ーや機 械 の悪 機 能 に よ

る ダ ウ ン=タ イム(down-time)を 最 小 化 す る とい う利 益 を もた らす。

情 報 処 理管 理 者

情報 処理 管 理者 の養 成 が 非常 に 重要 で あ るとい う事実 の 認 識 を求 め る数多 くの

論文 が 最 近 よ く書 か れ て い る。

大 まか に言 っ て,2っ の理 由 が あ る。

何 人 か の オ ブザ ーバ ーは,情 報 処 理 部 員 の現 代 的 な啓 発 が必 要 で あ る と同様 に,

そ の 事は情 報 処理 管理 者 に つ い て も言 え る,と 考 え て い る。

管 理 者 は,自 身 の装 置 の技 術 的 開 発 の便 益 を客観 的 に評 価 す る ため に,八 一 ド

ゥェ ァー,ソ フ トウェ ァ ーの 開発 に気 を 付 け てい な け れ ば な らな い 。

計 算 機 の 初期 の発 展段 階 に お い て は,情 報 処理 管理 者 は様 々 な 分 野 の 出身 者 で

あ っ て,コ ン ピュ ータ ー=ワ ー クに 興味 を示 す ユ ーザ ー で あ る事 が しば しば あ っ

た。 しか し最 近 は,情 報 処 理 管 理 者 はそ の部 門 育 ちの 入 が な る。

一 般 に ,最 も優 れ た プ ログ ラ マ ーが シ ステ ム分析 者 に な り,さ らに最 も優 れ た

システ ム分 析 者 が 管理 者 に昇 進 す る 。

したが っ て,情 報 処理 管理 者 の技 術 水準 は以前 よ り高 くなっ て い る が,し か し,

彼 らが 人事 管理 な どの 他 の 管 理 技 術 を も身 につ け て い る とい う保 証 は な い。

それ らの 技術 の不 足 が 明 らか に な っ た 時 には,ポ ス トにい る間 に,で きる な ら

ば それ 以 前 の方 が 好 ま しいが,情 報 処 理 管 理 者 と して の訓 練 が 必要 であ る。
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また,別 の考え方をもつ オ ブザ ーバ ーは,計 算機専門家の昇格が情報 処理 管理の

レベル で止め られ る事 は もはや合理 的 で賢明な事 では ない と考えている。

情報処理 管理 者は業務的 な手続 きや技術に も目を向け,他 の領域 の管理 者 とし

て昇進 した時,そ こでの役割が果 たせ る よ うにな らねばな らない。

したがっ て,情 報処理 管理者 は,企 業管理の水準 を高め るとい う観 点 に立 って,

そのための準備 を行 な うべ きである。

この 目的の もとで行 なわれ る訓練 は慎重な計画 を必要 とす る。

最 高 経 営 者

ほ とん どの国において,事 実,最 高経営者の計算機 に対す る一般的 な認識の水

準は低 い。 計算機 の能 力 と限 界に関す る基本的知識 な くしては,情 報処理機能に

関連 した適切 な意 思決定 は で きそ うにない。

　

企業 の業績 に計算 機が多大 な影響 を与 えている場合,最 高経 営者は 計 算機に

　

関 して は専 門家 に ま かせ る とい う態 度 では 不十 分 で ある。

HallamとScrivenの 行 な っ た調 査(2)に よれ ばEDP－ 管理 者 の 目的 は,

重 要 度 の 高 い順 に 次 の様 に 示 され て い る。

(1)最 終 期 限 に間 に合 わ せ る 事 。

(2)費 用 最 小 化 。

(3)所 要 時 間最 小 化 。

(4)情 報処 理 部 員 の訓 練 最 大化 。

(5)安 定 した課 業 の維 持,で あ る。

他 方,こ の2人 は,関 連 文献O中 で,EDP－ シ ステ ムの 目的 と して次 を あげ

てい る。

(1)意 思 決定 に お け る不 確 実 性 の 減少

(2)組 織 的 業 績 の 向 上
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③ 組織全体のデ ータの入手 とその処理。

後 者の 目的 は,情 報処理管理者 の直面す る圧力に関連 のない著者 に よっ て示さ

れた もの である。

明 らかに,情 報処理部 門の成果 を評価 する諸基準 の間には対立 が ある。

　

情 報処理管理者 に取 って,最 も重要度 の高い2つ の目的 と して 最終期限 に間

　 　 　

に合 わ せ る事 と 費 用 最 小 化 が あげ られ て い るの は,一 般 的 に上 層部 か らの

圧 力 に よ る もの で あ り,目 的 間 の 対立 が生 ず る の は,部 分 的 に は,最 高 管理 者 が

情報 処理 部 門 を決 して理 想 的 とは 言 え ない よ うな状 態 に お くか らで あ る。

この事 か ら,最 高管理 者 は,計 算 機 を最 も効 果 的 に使 用 す るに は如 何 に すれ ば

よい か とい う知 識 を基礎 に した 情 報 処理 部 門 の 目標 設定 を可能 にす る よ う,彼 ら

を セ ミナ ー(適 当 な レベ ル に おい て)に 参加 さ せ る事 が 必 要 と なっ て くる。

上 級 管理 者 を会 社 の コ ン ピュ ーテ ィ ング機能 と関 連 を持 た せ る事 は,企 業 の内

部 に お い て も,対 外 的 にみ て も,コ ン ピュ ーテ ィ ング機 能 の本 質 的 な便 益 を もた

らす で あ ろ う。

一 般 国 民

計算機が生 活の 中に取 り入れ られ るに したがって,そ れ にな じみのない人々は

増 々,そ の能 力の理解 を基 に した意思決 定 を行なわなければ ならな くなる。

計 算機に関す る神話が ぬ ぐい去 られた時 にのみ,伝 達 され る決定が受 け入れ ら

れる。

したがっ て,国 民 に対 して機械 の能 力,限 界,効 果 についての十分な教育が行

な'われ る必要が ある。

誤解 を持 ち続 ける事は,過 大視 した望みを絶 たれ る とか,コ ン ピュータ化 され

た技術の採用 を盲目的に反対 す るとい う事態 に導び く。 この事 を示す例 として,

"計 算機の導入は必然的 に失業 を招 く"と い う事 が言 われ る
。
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この よ うな誤 解が 真実 で あ る と一 般 的 に 考 え られ て い るな らば,大 規 模 な 失 業

が 既 存 の 国 々 で は 計 算機 が取 り入 れ られ る事 は あ りそ うに もない。

選 ば れ た 地域 に お いて,お そ ら く試 験 的 な 計画 か ら始 め る よ うにな ろ うが,国

民 を教 育す る とい う努 力が な され な け れ ば な らな い。 例 えば,高 等 学 校 の講 座 と

か,テ レ ビや ラジオ な どに よる放 送 が 手 段 と して可 能 で あ る。

しか し,計 算 機 の専 門 家 が少 な い国 々,ハ ー ドウェ アの みが 入 手可 能 な 国 々,

さ らに は,教 育 水 準 の低 い国 々 に おい て この よ うな講座 に着 手 す る事 の 困難 さ は

膨 大 な もの で あ る。 が,そ の様 な計 画 の長 期 的 な見 地 に おけ る利点 は 強 調 され す

ぎる事 は ない 。

誰が訓練 を行な うか?

発展途上国のほ とん どの大学 では,計 算機講座 は少な く,皆 無の大学 さえあ る。

専門的 機関は,長 期的 ・包括的 ・前進的 な訓練計画 を提供するため の資源 がな

く,特 別な講演 とか,特 殊な専門知識 を持っ た人 をせいぜ い1人 招 いた ようなセ

ミナーを開催す る といっ た傾 向が ある。

営利 的 な教 育機関の基 準は うたが わ しい。

これ までの計算機教育は計算機 メー カー 自身が行 なう事が多か った。 しか し,

装置供給者の信頼性 とい うものは十分に満足 で きる ものでは ない,と い うのは彼

らの提供す る教育 は装置 の販売 とい う供給者の主 目的に依存 してい るか らであ る。

大企業は 自社 内の訓練 プログラムを持つ余裕が あ り,そ れ らの水準は一般的 に

高い。 しか し,そ の プ ログラムは,そ の企業の持 っている特定の装置 向 きの もの

であ り,そ のため,そ の訓練 プ ログ ラムの スタ ッフは異 なった タイ プの状況にお

いて得 られ る経 験やアイデ アを手に入れ る機 会 を失 なっている ことに なる
。 とこ

ろが他 方では,修 得 した事 を個 々の作業状況 にす ぐ結びつけ る事が で きる といえ

る。
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した が って,発 展 途 上 国 は,必 要 と して い る大規 模 訓 練 プ ログ ラムを 提 供 す る

教 育機 関 に た よ らねば な らない 。 そ して,そ の 講 座 は 十分 な配 慮 を持 って 開 発 さ

れ る必 要 が あ る。

そ れ らは,地 域 の 産業 ・商業 か らの要 請 に対 して敏 感 に 反 応 す る もの で な くて

は な らず,又,地 域 的 コ ン ピュ ータ ー同 業 者が ア ドバ イ スや コメ ン トを与 え る事

の で き る よ うな諮 問委 員会 の 設 置は 有 益 で あ る。

さ らに2つ の 教育 機 関が 相 互 の 関 心 事 を互 い に討 論 す る ため に,コ ン タ ク トを

維 持す る とい う形態 が 考 え られ るか も しれ な い。

大 学 に おけ る講 座 の設 置

最 も計 画 的 かっ体 系 的 な 計算 機 講 座 は,全 日制 の 徹 底的 な訓 練 プ ログラ ム を組

む事 で あ ろ う,そ して これ は,計 算 機 の初 心 者 に と っ ては ふ さ わ しい もの で あ ろ

う。

も し,経 験 の あ るモ デ ュ ール化 さ れ た 人 々 に対 して この よ うな プ ログ ラ ムが組

織 され るな らば,彼 らの 要 請 す る モ デ ュ ール に 関 す る もの だけ を設 け れば よい。

モ デ ュ ール講 座 は さ らに 出席 方法 に対 し弾 力 的 であ る とい う利 点 を もっ てお り,

あ る特 定 の モジ ュ ール講 座 は昼 ・夜 に 関 係 な く開 か れ る。

一 つ の モ デ ュ ーる講 座 を好 結 果 で 終 了 す る事 は そ れ 自身 。一 つ の 目的 で あ る と

み なす 事 もで き る し,又 は,大 学 で認 め られ る その 他 の履 習科 目 の 中 に含 め られ

る事 もで きる。

発 展 途 上 国 に お いて は,全 日制 の 教 育 を受 け る機 会 は 比較 的 少 な く,定 時制 教

育 に対 す る需 要 が 大 きい。 そ こ では,多 種 の 出席 方法 が 考 慮 され るべ きで あ る。

た とえ ぽ,part-timedayrelease(PTDR)方 式,こ れ は 学 生 が 一 週間

につ き,丸 一 日 と夜 二 回 出席 す る とい う方式 で あ るが,こ れ は 特 に効 果 的 学 習 方

法 で あ る。 雇用 者 が 社 員 に昼 間 の 出席 を許 す 場 合 に は,こ の 方式 は 適 切 な もの で
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あ る。 この よ うな学 習 形 態 は全 日制 の 講 座 の ほ ぼ 半 分 の ペ ー ス で進 む事 に な る

で あ ろ う。 もっ と定 型 的 な,夕 方だ け の 定 時 制 の 学 習 計画 は 全 日制 の 一 日分 が定

時 制 の 三 日分 に相 当す るで あろ う。

しか し,学 生 の進 歩 は一 週 間 の 授 業 時 間数 と直 接 的 には 関係 な い か も しれ な い。

モ デ ュ ール化 構 造 の講 座 では,あ る特 定分 野 にっ い て は経 験 の ある人 は 免除 さ

れ る とい う弾 力 性 が 認 め られ る。

した が っ て,例 えば,経 験 を積 ん だ コボル プ ログ ラマ ーは,大 学 が彼 の 経験 は

基 準 に達 して い る と認 め た な らば,コ ボル モ デ ュ ール の 講座 は 免除 され る。

シ ステ ム 分析 の 講 習 を受 け たい 会 計 士 に とっ て は,お そ ら く,財 務 手 法 の講 座

へ の 出席 は 時 間 の浪 費 とな ろ う。

さ らに,定 時 制 学 生 に対 しては,そ の 実務 的 作 業 に おい て酌 量 をほ ど こす べ き

で は な い,と い うの は,彼 らが 全 時 間 就 業 な らぽ,十 分な 経 験 を積 む事 が で き る

か らで ある。

これ らの 要 素 は,全 日制 と定 時 制 の学 生 の進 歩 の 度合 の相 違 を減 少 させ る。

い か な る情 報 処理 講 習 の 内容 も,そ の 状 況 に よっ て 決定 され るべ きで あ るが し

か し,多 くの 局 面 は 共 通 して い る よ うで あ る。

先ず 第一 に,基 本 的 な実 務 的 内 容 を持 つ べ きで あ る。

この 実務 的 作業 の形 態 と期 間 は,そ の 講 習 の タイ プ と出席 方 法 とに よ り異 な る。

大 学 に おい て は,現 実の 実務 的 な計 画 の シ ミュ レー シ ョンは 困難 で あ るか ら,

そ の 期 間 中 に は,全 日制 の学 生 は 全 て企 業 に お いて,ふ さわ しい 仕事 に着 手 す る

事 が 望 まれ る。 こ の事 で,学 生 は,実 社 会 に触 れ る事 が で き,雇 用者 は労 働 力が

手 に 入 る と同時 に,そ れ は,潜 在 的 な被 雇 用 者 の よ うな コ ミッ トメ ン トを もた な

くてす む。
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ホ ン コ ン=ポ リテ クニ ック

この 論 文 の 主 な 目的 は実 用 的 な 教 育 的 プ ログ ラム とそ の適 用 に 関 して議 論 す る

事 で あ る。

この 論 文 の 中 で考 察 した問題 点 の 多 くは,ホ ン コン=ポ リテ ク ニ ックに おけ る

体験 の 結 果 か ら生 じた もの で あ り,そ こ に お いて は,現 在 全 日制 一年 の コ ン ピュ

ータ ー プ ロ グ ラ ミング と,全 日制 三年 の シス テ ム分析 の課 程 が あ り,終 了者 には

各 々 の終 了 証 明書 を与 え てい る。

目 下,い くつ か の定 時 制 の モ デ ュ ール講 座 の 計画 が 立案 さ れ て お り,最 終 的 に

は 全 ての モ デ ュ ール に っ い て定 時 制 の講 習 を行 な う計画 であ る。

幸 運 に も,我 々 は東 南 ア ジア で最 も進 ん だ 教育 的 コ ン ピュ ータ ー を持 ち,使 用

中又 は 注文 中合 わせ て90個 の イ ンタ ラ ク テ ィ ブ=タ ー ミナ ル を有 して い る。

これ は,1981年 ま でに は,300に ま で拡 張 す る計画 て あ る。 ま た,1981年

ま で に は,計 算 機 教 育 の た め の 常 勤 ス タ ッ フを も40入 以 上 にす る計 画 で あ る。

この 水準 の 資 源 な らば,当 地域 の情 報処 理 教 育 を援助 す る他 の 組 織 の 中 に,ホ

ン コ ンポ リテ ク ニ ック も加 入 す る事 が 可 能 で あろ う。

計 算 機 開 発 が断 片 的 で あっ た り,不 規 則 な もの とな らな い よ うに,可 能 な 限 り

の範 囲 で ア イ デ アが 交換 さ れ,情 報 が 活 用 され る必 要 が あ る。

結 論

計算機 とその技術の使用範囲が,途 上国において急速 な展開を示 しは じめ て い

る。 その発展 は数年内に,め ざま しい もの となろ う。

設備が有効 に使 用され るためには,必 須な技術 を啓発 する ような,そ れ相 当の

計算機教育 プログ ラムが必要 で ある。

計算機教育 に要する資源 は稀少 かつ高価 なの で入手可能 な設備 と専門知識 の完

全使用 を行な うために体系 的かつ組織 的な訓練 プログラムが要請 され る事は 明白
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である。

地域的社会 の要請 に対 してふ さわ しい計算機教育 を最 も有 効かつ満足 にほ どこ

す方法は 開発 セ ンタ ーとな る教育機関の設置である。

この ような開発 セ ンタ ーは種 々の情 報処理 スタ ッフの短 期講習の開発に対 して

責任 を負 うだけでな く,一 方 では,計 算機専門家に長 期的 で徹底 した教育 を行 な

い,他 方では,一 般大衆 に対 し,計 算機 に関す る意識 を高め る必要が ある。

講 習の内容 が地域的 な情況 と関連 を もっている事 は,こ の訓練の成功 に とって

重要な要 因 であ る事は明白で ある。

十分な訓練 と経験 を積 んだ システム分析者が不足す る とい う事は,特 に発展途

上国においては,計 算機 の順調 な運 用 に対す る最大 の障害 である。

したがって,こ の重要 な地域 には十分 な注意が払 われ るべきであ り,訓 練 は実

務的で適切 な ものでな くてはな らない。

商業的情報 処理作業 に関わ りを もつ限 り,シ ステ ム分析 訓練 は,業 務的手続 き

と財務管理 に関する基礎知 識をその 中に含め るべ きである。

さ らに,発 展途 上国 で使 われてい る小型装 置を使用 している分析者は,多 種類

の課業 に取 り組 まねばな らず,必 然的 に,コ ンピュータ ープ ログ ラ ミングの知識

が他 の先進 国以上 に重要 である事 を認識せねば ならない。

それ以外 の分野の訓練 も もちろん重要であ り,本 論文 はそれ らの重要性を も述

べ ている。

講 習の実 施方法は熟考 を要す る。 しば しば,定 時制学習形態の方が ,全 日制 の

それ よりも適切 である事が見 出され る。実務的訓練 は,ど こにお いて も強調 され ,

講座の中に組み入れ られ るべ きであ り,な るべ くな ら,産 業 又 は企業ベ ースに乗

った訓練 で ある事 が望 ま しい。

最後 に,本 論文 は,情 報処理教 育に関心 を示す組織間 の連 絡,協 力につ いて簡

単 にふれ た。 アイデア,情 報,及 び人員の交換交流は,発 展 途上 国の間に適切な

コンピューティング手法 を普及 させ る手助け となるで あろ う
。
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42TheStateofC(mrputing〆inSoutheastAsia

東 南 ア ジ ア に お け る コ ン ピュ ータ ー 化 の 状 況

Survey(調 査)1976,/77

Z.Loy,T.Hongladaromp,and.K.Malaivongs.

国 際 的 な 機 関 に よっ て 行 な わ れ る 情 報 処 理 プ ロ グ ラ ム 設 計 に 必 要 な 情 報 や,技

術 プ ロ グ ラ ム の移 転,譲 渡 の た め に 要 す る情 報 を提 供 す る た め に,東 南 ア ジ ア に

お け る コ ン ピ ュ ー タ ー化 の 状 況 調 査 が 行 な わ れ た。

そ の 結 果 は,D・P設 備 に 関 す る ア ン ケ ー トか ら得 られ,そ の 一 覧 表 はD・Pの

ア プ リ ケ ー シ ョ ン と 人 事 に 関 す る もの で あ る 。 ま た,年 間 のD・P予 算 に つ い て

の デ ー タ ー も与 え られ て お り,さ ら に は,使 用 言 語 の 表 も 含 ま れ て い る 。

序 説

東 南 ア ジ アvak・ け るD・P設 備 に関 す る包括 的調 査 は1976年 の 暮 に行 な われ

た 。 ア ン ケ ー トは8ケ 国 に送 られ1977年5月 まで には 回収 され た。

提 供 され た デ ータ ーは ま とめ られ,そ れ を もと に一 覧表 が作 成 され た。

一 覧 表 は ,東 南 ア ジ アの5ケ 国 での 情 報 処理 設備 の プ ログ ラ ミ ン グ言 語 と適 用

分 野 に 関す る もの で あ る。 ま た,D・P費 用 とC・P・U使 用 法 につ い て もま とめ

られ て い る。

計 算 機 技 術 の 移 転 ・譲渡 に対 す る 関心 が増 え っ っ あ る。

1976年 に 開 かれ た第1回SoutheastAsianRegionalComputerCor

ferenceの 論 文 集 〔1〕 は 多 くが この トピッ ク スを扱か っ た もの で あっ た。

技 術 の譲 渡 に は2つ の 形態 が あ る と され て い る。

D.P;情 報 処 理(DataProcessing)の 略
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1っ は,先 進 国 か ら発 展途 上国 へ の垂 直 的 な 譲渡 で あ り,も う1・つ は,発 展 途

上 国 間 で の水 平 的 な もの で あ る。そ の 方 法 が何 で あれ,東 南 ア ジアは,コ ン ピ ュ

ー テ ィ ング に 関 す る基 礎 的 なデ ー タ を必 要 と して い る。

目標 となっ て い る国 のD・Pの 適 用状 況 な らび に ソ フ トウ ェ ァ ーの 知 識 水 準 は

如何 な る もの か?,そ の 国 で のD・P部 門 の人 数 とそ の構 成 は ど うか?。

これ ら諸 々 の 関連 質 問 は,い か な る譲 渡 過 程 に お い て も投 げ か け られ る。

東 南 アジ ア諸 国 に おけ る い くつ か の 調査 結 果 が 報 告 され てい る 〔2,3,4〕 が,

こ れ らの 報 告は 個 々の 国 に関す る もの で,一 般 的 に 言 っ て包 括 的 で な い。

した が っ て,東 南 アジ アに おけ る コ ン ピュ ーテ ィ ング状 況 につ い ての 詳 細 な情

報 が 必 要 とな っ て く る。

この 調 査結 果 が 国 際的 機 関 に よる情 報 処 理 プ ログ ラムの 設 計 に要 す る 多 くの 情

報 を提供 して くれ る で あろ うと望 ん で い る。 それ は さ らに,既 述 の2型 能 の技 術

譲 渡 プ ログ ラ ム を も手 助 けす るべ きで あ り,同 時 に,東 南 ア ジ ア と他 の 国 々 との

コ ン ピュ ーテ ィ ン グの状 況 に 関す る有 益 な比 較 を与 え て くれ る。

D・Pの 適 用 と して,表 一1か ら,計 算 機利 用 法 と しては,約30%が,会 計

及 び 給 料 計 算 な らび に人 事 処理 に 向 け られ て い る。

表 一1は,こ の よ うに,D`・Pの 適 用領 域 につ い て 詳述 さ れ て い るが,D・P

設 備 に対 す る人 員の 数 につ いて は表 一 皿が そ れ を示 してい る。

表 一 皿の,年 間経 費 の表 は,東 南 ア ジ アvak・ い ては,設 備 予 算 の48%が ハ ー

ドウ エ ア ー と保 全 に,36.5%が 人件 費 で あ る事 を示 して い る。

表 －Nは,D・P予 算 の総 所 得 に対 す る割 合,表 －Vは,計 算 機 の利 用度 を示

して い る。

コボル は34%で,RPGは25%で あ る。

プ ログ ラ ミン グ言 語 にっ い ては,表 －Mが そ の 各 言 語 の 占め る割 合 を示 して い

る。
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調 査 結 果

調 査項 目 は,D・P予 算,適 用分 野,プ ロ グラ ミ ング言 語 な らび に,D?P部 門

の 人 員数 に及 び,こ れ らが,台 湾,ホ ン コ ン,イ ン ドネ シア,大 韓 民 国,マ レ ー'

シ ァ,フ ィ リピ ン,シ ンガ ポ ール,そ してタ イ,の8ケ 国 に送 られ,合 計142項

目に及 ぶ回 答 が あっ た。

こ こに示 さ れ た 結果 は 台 湾,ホ ン コ ン,マ レー シ ア,フ ィ リピ ン,タ イ に関す

る もの で あ る 。 イ ン ドネ シア,韓 国,シ ン ガポ ー ル,か らの デ ー タは,他 の5ケ

国 か らの 回 答 と比 べ少 なか った の で 除 いた 。

各 国 に お い て 考 察 の対 象 とされ た 設備 の 数 も各 表 に示 して あ る。

回収 さ れ た デ ータ の全 てが 使 わ れ た訳 では な く,不 完 全 な もの もい くつ か あ っ

た。 これ らは結 果 のダブルチ ェ ックに 使 っ た。 一般 的 に言 っ て,平 均値 は,約100

個 の 設備 に つ い て 求 め た もの にな っ た。

各 国 にっ い ての 数値 計 算 は,DatamationSurvey〔5〕 に お いて使 わ れ た手

法 を用 い た。 比 率 は 単純 合 計 し,そ こか ら平 均 値 を求 め た 。 そ うす れ ば,大 きな

実 際 の 数値 を もつ 大 規模 設 備 が,小 規 模設 備 を圧 倒 して しま うこ とが な いか らで

あ る。 も し,実 数 値 の合 計 か ら平 均 値 を求 め る とそ の よ うな事 態 が お こる で あ ろ

う。

表 一1は 適 用分 野 を示 す もの で あ り,そ こでの 数値 はCPUの 使 用 比 率 で あ る。

た とえば,給 料/人 事 の項 の8.9は プ計 算 機の 使 用 時 間(即 ち,.資 源)の8.9

%が 給 料 計 算/人 事 処理 に 使 わ れ る。

特 定 の適 用 分 野 に対 す る設 備 の 数 を求 め,そ の数 の 合計 設備 数 に対 す る割 合 を

求 め る事 よ りも,計 算 機 の使 用 年率 で適 用 分 野 の ウ エ イ ト付 け を行 な うこの方 法

の 方 が よ り正確 な 測 度 にな ろ う。

適用 分野 の 名称 は,回 答 の 中 の名称 を か な り縮 約 した もの で あ り,管 理
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(management)と い う分野 は プ ロジ ェ ク ト管 理,及 び 管理 レポ ー ト等 の適 用 分

野 を含 み,さ らに水 資源(WaterResource)は ハ イ ドロPジ ー(陸 水 学)を

含 む 。 ほ とん どの設 備 が,給 料 計 算/人 事 処 理 を1つ の 適 用 分 野 と して報 告 した 。

　〃

そ の他 とい う項 目は,シ ステ ム 開発 検 査,と シ ステ ム=プ ログ ラ ミ ン グを

含 ん で い る。

"%B
ought"は,内 部 で開発 す る代 わ りに既 製 の パ ッ ケ ー ジ を用 い た適 用 分

野 の割 合 で あ る。

"デ ータ ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョン"は,コ ミュ ニ ケ ー シ ョン=リ ン ク を使 用 す る

適 用 分 野 で あ り,"デ ータ ・ベ ー ス"は,デ ータ ・ベ ース管 理 シ ステ ム(DBM

S)パ ッケ ージを使 用 す る適 用 分 野 の こ とで あ る。

D・P部 門 の 人 員 構成 につ いて は表 一 皿に示 され てい る。

人 員数 合 計値 の 中 には コ ン ピュ ータ ー=オ ペ レータ ー,キ ーパ ンチ=オ ペ レ ー

タ ー,及 び管 理 者 も含 まれ る。

表 一皿は,東 南 ア ジア に於 け る,D・P費 用 の平 均値 が 示 して あ る。購 入 額 は,

4年 で償 却 され る と した年 額 で 示 さ れ て い る。

"
ア ウ トサ イ ド ・D・Pサ ー ビ ス"は,キ ーパ ンチ ン グ,コ ン トラ ク ト=プ ロ

グラ ミン グ,外 部 計算 時 間(externalcomputertime),及 び コ ンサ ル タ ン

ト料 を含 む。.

"そ の他 の費 用"と しては
,保 全,防 災,及 び発 電 機等 に か け る費 用 で あ る。

企業 の総 収 入 に対 す るD・P予 算 の割 合 が 表N,CPUタ イ ムが 表 －Vに 示 し

てあ る。

表 －Wで は プ ロ グラ ミン グ言語 の 使 用 度 が示 され てい るが,こ の 数値 も,プ ロ

グ ラ ミン グ言 語 の 利 用 度 の適 切 な測 度 とな る よ うに,CPUで の 利 用 比 率 とな っ

て い る。
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コン ピ ューテ ィングの 状 況

会計処理 及び給 料計ee/人 事処理 はCPU棚 のro%を 占める・

在 庫 処理,』 手形 処理,総 勘定 元 帳 処理 等 が18%を 占め る。

この よ うに, ,ほぼ50%が 東 南 ア ジ ア では,給 料 計 算,会 計 処理,在 庫 処理 等

の機能に適用され・その他 の分野への適用 は各 々 砺 以下の割合 である・

St「assm・P〔6!は ・繍 シ!テ ムでの4酬 の銀 酬 を考察 している・

第1段 階 か ら始 ま り,第 皿段 階 へ 進 む が,第1段 階(Initiation;創 始)で

は,給 料 計 算,受 取 り ・支 払 い 処 理,手 形 処 理 を行 な う。

第 皿段 階(ProlifilationorExpansion;多 様 化 又 は 拡 張)で は,総 勘

定 元 帳,在 庫,人 事,販 売,生 産 等 の 情 報 処 理 を 行 な う。

次 に 第 皿段 階(Formalization;公 式 化)で は,プ ロ ジ ェ ク ト制 御,及 び 計

画,さ ら に 第4段 階(Maturity;成 熟)で は,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,計 画,オ ン

=ラ イ ン に よ る調 査 審 理 を 行 な う
。

こ の 尺 度 か ら み る と,表 一1は 東 南 ア ジ ア の 設 備 が 第2段 階 の 初 期,Proli-

filation(多 様化)段 階 の初 期 に あ る事 を示 す で あ ろ う。

また,コ ン ピュ ー タ ー ・イ ンダス トリー ・デベ ロ ップメ ン ト ・ポテ ン シ ャル

(CIDP)イ ンデ ック ス(計 算 機 産 業 開 発 可能 性 指標)を 使 った も う'1つ の方 法

〔7〕 に よれば,ほ とん どの 東 南 ア ジ ア諸 国が プ ロ リフ ァ レ ー シ ョン段 階 にあ る

事 を示 して い る。

平 均 してみ る と,東 南 ア ジア では,3.5人 に対 して 月額1000ド ル(米 ドル)

の ハ ー ドウ ェア費 用 をか け て お り,1ケ 月 あ た りのハ ー ドウ ェ ア費 用 に対す る

D・P部 員 数 の この 比 率 は,台 湾 の4.3人 か らマ レー シ アの2.7人 の 間 の数 値 と

な って い る。 さ らに,シ ス テ ム分 析 者 の1.8倍 の プ ロ グ ラマ ー が 居 り,こ の比率

は 先 進 国 の1.4と い う比 率 よ り高 い 〔8〕。

D・P設 備 予算 の 約9.4%は メデ ィアや サ プ ライヤ ー に 向 け られ る。 年 間経 費

一53一



の48%が ハ ー ドウ ェアLと 保 全 に,さ らに,人 件 費 に36.5%が 使 わ れ る。 これ

らの2項 目の数 値 は ア メ1)ヵ のそ れ と全 く逆 で ある 〔5〕。・'1

平 均 でみ る と,人 件 費 は ン・一 ドウ ェア ー費 用 よ りも11%安 い。 しか し,ホ ン

コ ン とマ レー シ アめ2ケ 国 は ハ ー ドウ エア ー 費用 ・人 件 費 曲線 の・上 で,ち ょ う ど

双 方が 等 しい44%の 点 に 位 置 して い る事 は興 味 を引'〈事 で あ る。

東 南 ア ジア で のb'・Pの 知 識 水 準 は 高 くな い け れ ど,総 所 得 に対 ず るD・P予

算 が1.2%(表 －N)と い う数 値 は,米 国 セの そ の比 率02か ら0.3と い う数 値

と比べ る とか な り高 い所 に ラ ンク さ れ る 〔5〕 。"

'表
－Mの 結 果 は,コ ボ ル とRPGは か な り利 用 度 の 高 い プ ログ ラ ミン グ言 語 で

あ る とい う一般 的 な信 念 を確 証 す る。 この2っ の言 語 はCPU利 用 の59%を 占

め る。 フ ォー トラ ンは 利 用度 で は3位 に あ る。 一'"

タ イに関 す る結 果 は,HongladarompとAngsakul〔3〕 の 報 告 と一 致 す る 。
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4.3TheKindofGraduatesWeWant

ど の よ う な 卒 業 生 を 望 む か

サ イ ナ ロ ン ・ ラ サ ノ ン コ ン ピ ュ ー タ 科 学 部 長

EssoStandardThailcrndI、td.

BESTTコ ン ピ ュ ー タ ・ ユ ー ザ ー ・ グ ル}ブ

(BESTTはBangkokBauk,Esso,SiamCement,Thai

International&TelephoneOrganizationof

Thailandよ り 成 る)

摘 要

デ ー タ処 理 職 とい う職 業 は,そ れ 自体新 しい専 門職 で あ る上に,そ の も とに あ

る科 学 技 術 もまた急 速 に 変 化 しつ つ あ るた め,産 業 シス テ ム分析 者 の役 割 等,そ

の 多 くの側 面 が 未 だ十 分 に確立 され ない で い る。 将 来 分 析 者 た らん とす る者 へ の

教 育 も,彼 のそ の後 の 専 門 的職 務 の 上 に は ほ とん ど役 に 立 た ない こ とが しば しば

で あ り,こ れ を雇 用す る 組織 は,そ の よ うな者 を全 くゼ ロの 状 態 か ら訓 練 す る た

め に,金 や時 間 等,少 な か らぬ 資源 を 費 や さね ば な らな い。 そ して時 には,そ の

者 が この よ うな職 に不 向 きで ある こ と を,ず っと後 に な って 知 るだけ に終 わ って

しま うこ とす らあ る。 本 稿 は,シ ス テ ム分析 者 を志 す若 い 志 願者 につ い て,彼 ら

に要 求 さ れ る基 本 的 な 資格 を探 る もの で あ る。

本 論

1.何 故 この 問題 が重 要 で あ るか

デ ー タ処 理(以 下DPと 略称)と い う職 業 は,現 在 多 くの苦 労 の種 を か か え て

お り,そ れ らは また ま す ま す 大 き くな りつ つ あ る。 ま ず,こ の職 業 は,既 に確 立

され た 他 の い か な る職 業 とも明 白 に異 な る全 く新 しい職 業 で あ る。 また そ の も と
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に あ る科 学 技 術 も非 常 に速 い ペ ースで 進 歩 して お り,DPの 仕 事 を実 際 に行 う上

で の 技術 や 手順 さえ もが無 視 し得 ない ほ どの変 化 を これ ま で に経 験 して い る。

(例 え ば,短 くて処 埋 速 度 も速 い が,難 解 な,機 械 語 に よる プ ログ ラ ムか ら,長

くて 遅 い が,操 作 の容 易 な,コ ンパ イ ラを介す るプログ ラムへ の 変 化等 。)更 に そ

の 上,職 業 上 の秘 法 と も言 うべ き数 多 くの秘 密 が,そ の主 要 な分 析 手段 で あ る コ

ン ピュー タを取 りまい て お り,そ れ らの秘 密 の多 くは ,こ の職 業 自体 に も及ん で

い る。 素 人 は コ ン ピュー タ を畏敬 の念 を も って見 が ちで あ り,DPに 従 事 す る者

の 多 くが この よ うな傾 向 を 更 に 助長 して い る。 また,以 上の よ うな 問題 の他,産

業 界 と大学 との 間 に極 め て 僅 か の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン しか な い とい う事実 も挙 げ

られ る。 実 際,DPの 専 門 家 自身 の 間 で す ら,ご く僅 か の コ ミュニ ケー シ ョン し

か持 た れて い な い。

これ ら多 くの問 題 の た め,大 部 分 の 人 々はDPと い う職 の正 しい役 割 につ い て

無 知 で あ る。 これ は,教 育 者 た る立場 に あ る人 々や,産 業 界 に お い てDPに つ い

て 責任 あ る立 場 に い る人 々 とて 例 外 で は ない の であ るが,何 よ り,DPの 世 界 を

志 す 人 々の 間 にお い て も同 様 で あ る こ とが最 も肝心 で あ る。

,以 上 の よ うな様 々な問 題 点 は,数 々の 徒労 や非効 率,関 係 者 の 不満 等 を生 ん で'

いる 。 自分 が 学 生 に対 して行 って い る コ ン ピ ュー タ教 育 が,DPの 実 務 にお いて

は ほ とん ど役 に立 た ず,し た が って そ れ は,学 生達 にDPの 仕 事 を な す 資格 を与

え る もの で は な い とい うこ と を,大 学 の教 授 が知 る な らば,決 して い い思 いは し

な い で あろ う。 組織 は,し ば しば,新 た に雇 い 入れ た 者 を訓 練 す る の に 多 くの 時.

間(お よそ1年 か ら2年)と 金 を費 やす こ とを余儀 な くさ れ,ま た,彼 らを1人

前 に す るた めに,一 定期 間,貴 重 な 熟練 者 の手 をそ れ に 割 か ね ば な らない。 新 卒

者 自身 も,実 際 の仕 事 に っ くの が無 理 で あ る こ とを知 り,実 務 に つ いて も,そ の

ス タ ー トは ,自 分 達 の 兄 弟 の職 業,例 え ば 工学 関係 等 に比べ て も,ず っと遅 くな

る こ とを認 識 す る よ うに な る。.
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理 想 的 た は,新 卒者 は,DPの 職 に つ く時 には 既 に,し か るべ き専 門知 識 と態

度 を備え て い るべ きで あ る。DPと い う職 業 自体 の 新 しさ と,そ れ に関連 す る科

学 技 術 の レベ ル の 高 さに よ り,DP担 当者 が 実 際 に 有効 な生 産 的 な仕 事 を行 い得'

る以 前に,か な りの専 門 的 知 識 と経 験 が要 求 され,そ の た め,で き る限 り多 くの

知 識 と経 験 を大 学 で得 て お くこ とが 誰 に と って も有 利 とな る。 ま た,産 業 界 の観

点 か ら して も,大 学 教 育 は,DPの 実 務 を こ なす の に よ り有 利 とな る科 目で構 成

さ れ るべ き なの で あ る。 更 に,専 門 的 知 識 と同様,適 切 な態 度 や パー ソナ リテ ィ

も重 要 で あ る。 これ らを欠 い て いて は,DP担 当者 は,彼 の シス テ ム と関 係 して

い る同 僚達 と,断 え ず トラブ ル を起 こ し得 るで あ ろ うし,そ れ は また,彼 自身 に

対 して も同様 で あ る。

DPの 仕 事 を首 尾 よ くこなす の に,し か るべ き態 度 や気 質 が 不可 欠 で ある とい

うこ とは,そ れ ほ ど十 分 に理 解 され な い で い る。 したが って,こ の点 に 関 して ,

以 下 に い ま少 し詳 述 してみ た い。

あ る種 の 職 業 に お いて は,そ の従 事者 がそ の仕 事 を上 手 くこなす た め に,あ る

種 の個 人的 資質 や 態度,気 質,そ れ に天 分 が 必 要 で あ る。DPは そ の よ うな職 業

の1つ で あ り,他 に は医 療 や 工 学,あ る いは 教 育 に か か わ る仕 事 な どがそ の例 と

して挙 げ られ よ う。 例 え ば,医 者 には,勿 論 医学 的 知識 や経 験 が必 要 で あ るが,

更 にそ の 上 に,忍 耐 強 さ,人 間愛,不 規 則 な時 間 で も働 く意 志,重 要 な決 断 を即

座 に下せ る能 力等 も備 わ ってい なけ れ ば な らない。 も しあ る医 者 が これ らの 資質

の 多 くを欠 い て い る よ うで あ る な らば,お そ ら くそ の 医者 は優 れ た 医者 とは な り

得 まい。 実 際,こ の よ うな資 質の 大部 分 を欠 く者 が 医学 を学 ん で い る とい うの は,

あ りそ う もない こ とで あろ う。 .

職 業 と して既 に,過 去 長 い 間 に わ た って確 立 さ れ て きた もの に おい て は,こ れ

らの 資 質 は十 分 よ く知 られ て い るの で あ るが,DPの ような職 業 にお い て は そ う

で は ない。DPの 場 合,そ れ を志 す 若 者 の 多 くが,そ こに必 要 とされ る資質 に つ
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い て無 知 で あ るか,あ る い は誤 った 印 象 を持 って い る。 そ の た め,多 くの者 は,

自分 が性 格 的 に不 向 きで ある とい うこ とをず っと後 に な る まで悟 らない ま ま,D

Pの 職 に つ くの で あ る。

本 稿 で は,シ ス テ ム分析 者 を 志す 者 に 期 待 され る資 質 や能 力の,2つ の側 面 一

す なわ ち,態 度 な い しは 気 質,及 び教 育 的 素 養 一 に つ い て取 り上 げ る。 改 善 し

うるの は教 育 の み では ない。 態 度 や 気 質 につ いて も,適 切 な教 育 に よ りあ る程 度

の 修正 が可 能 で あ る。 あ る者 が,現 在 望 ま しい資 質 の い くつ か を備 え て いな い と

して も,そ れ が 直 ちに,将 来 にお い て も身 につ け る こ とが で き な い こ とを意 味 す

る の で は ない。 しか しなが ら,個 人 が どれ だけ 変 わ り うるか につ い ては 勿 論 限 度

は あ る。

2.態 度,気 質,及 び 天 分

最 も重 要 な態 度 は,適 応 しよ う とい う意 志 を持 つ こ.とで あ る。 これ を備 え てい

れ ば,多 くの人 は,シ ス テ ム分 析 者 と して の生 活 に 自 らを適 合 さゼ るこ とが で き

る。 自 らを環 境 に適応 させ る能 力 を,大 学 で学生 に教 育す る こ とは,あ る程 度 可

能 で あ る と私 は 信 じて い る。 しか し,そ の者 の 基 本的 な パ ー ソナ リテ ィや個 性 が,

適 切 とされ る態 度 とあ ま りに 相反 す る もの で あれ ば,適 応 す る こ とは おそ ら く不

可 能 で あ る し,ま た 一般 的 に も勧 め られ な い。 そ の よ うな こ とが な い な らば,望

望ま しい態 度 は 以 下 の3つ に 大 別 す る こ とが で きる
。 す な わ ち,分 析 に役 立 つ 態 度,

仕 事の 上 での 人 間関 係 に役 立 つ 態 度,そ して 今 日の よ うな環 境 の 中 で働 くこ とを

容 易 に す る態 度 の3つ で あ る。一勿論,こ れ らは 厳 密に 区 別 し うるの では な く,あ

る'1つ の カテ ゴ リー に含 ま れ る態 度 が,同 様 に 他 の カテ ゴ リー に も属 す る とい う

こ と もあ ろ う
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一
〈 分 析 に 役 立 つ 態 度 〉

あ る種 の 態 度 や 天分 は,有 効 な分析 の仕 事 をなす 上 で 大 い に役 立 っ。 まず,シ

ス テ ム分 析者 は ,分 析 的 な性 向 を備 え てい なけれ ば な らない 。状 況 を加味 し,問'

題 の 原 因 を正 確 に 指摘 して,解 決 策 を提 起 で きねば な らない の で あ る。 これ は,

教 え られ て 身 に つ け る こ と もで きるが,1つ の 才能 で もあ り,こ の 才 能 が なけ れ

ば 教 育 も効 果 的 に は 成 し得 ない 。 分 析者 は また,仕 事 を行 って い く上 で,全 く新

しい分 野 の こ とを勉強 す る必要 に泊 られ る ことが しば しば あ る。 そ の ため,旺 盛

な知 識 欲 や幅 広 い 展 望 を持 つ こ とが 必 要 で あ る。 更 に,分 析 者 は,緻 密 で ある こ

とが要 求 され る。 そ れ は,数 多 くの 書類 を詳 細 に わ た って検 討 し,例 外 や異 常 な

状 態 を発 見 せ ね ば な らな いか らで あ る。 ま た,全 体 的 な状 況 を,短 時 間 の うちに

完 全 に理 解 す る こ と も,長 年 に わた ってそれ ぞ れ特 定の 分 野 で働 い て きた他 の 人

々 に対 して,解 決 策 を提 起 す る ため に重 要 で あ る。分 析 者 は 更 に ま た,実 際 的 で

あ り現 実 的 で あ る必 要 が あ る。 す な わ ち,分 析 者 の提 起 す る解 決 策 は,費 用 一便

益 の 点 で の有効 性 や状 況 の変 化す る 割合 と同様,時 間 や金,人 的 能 力等 の制 約 も

考 慮 に 入れ て い なけ れ ば な らな いの で あ る。

〈仕 事 の 上で の 人間 関係 に役 立 っ 態 度 〉

シス テ ム分 析者 は,絶 え ず,様 々 な レベ ル の 人達 と接 す るた め,仕 事の 上 で の

人 間 関係 を上 手に 保 って い なけ れ ば な らない。 これ は,既 ね以 下 の3つ に分 け る

こ とが で き よ う。 す な わ ち,コ ミュ ニケ ー シ ョン,他 人 との協 調 性,集 団 で仕事

を なす 能 力 で あ る。 これ ら3つ の た め には,い ず れ も一 定 の努 力 が必 要 で あ る こ

とが 認 め られ るべ きで あ る。

コ ミュニ ケ ー シ ョンが,人 か ら教 え られ る こ との で き る もので あ り,ま た教 え

られ る べ き もの で あ る と して も,性 格 的 に他 人 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョンに難儀 を

感 じてい る者 に と つては,こ れ は苦 労 の 大 きい仕 事 となろ う。 コ ミュ ニ ケー シ ョ
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ンは,あ る特 定 の 目的 に達 す るため の
,2人 ない しは そ れ 以 上 の 人 々に よる議 論

と定義 され る。・

分析者 は,絶 え ず,様 々 な レベ ルの 人達 と 口頭 あ るい は そ の他 に よ り
,情 報 を

琴 摸 し,ま た 情 報 を得 な け れ ば な らない の で,他 人 との協 調 性 は不 可 欠 な要 素 で

あ る。 多 くの場 合,(こ の タ.イに お い て もそ うで あ るの だ が)仕 事 の 上 で の同 僚

は,た とえ そ れ が彼 らの義 務 で あ って も,相 手に 対 す る積 極 的 な情 報提 供 の 意志

が なけ れ ば,十 分 な情 報 や援 助 を与 え て くれ る とは 限 らな い
。 しか し,他 方 同 じ

人 が ξ 自分 の 好 む 相 手 に対 して は ,義 務 で あ るか ない か に か か わ らず.援 助 を惜

しま なか った りす る の で あ る。 また,シ ス テ ム分 析 者 は ,し ば しば,自 分 が,単

独 で仕 事 を して い るの で は な く,数 々の プ ロ ジ ェ ク トチ ー ムの 中 で働 い て い る と

い うこ とを認 識 す る もの で あ り,そ の た め,集 団 で仕 事 を なす 能 力 もま た重 要 で

あ る。 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ムの試 み は ,各 自が 自分 のや り方 で 仕 事 を進 め る こ とを

主 張 しだす と,し ば しば 失 敗 す る。 有 能 な人 々か らな るチ ー ムで あ って も
,そ れ

ぞ れ が内 容 の あ る仕 事 を し,ま た 自分 自身 の や .り方 で仕 事 を進 め た い が ため に,

チ ー ムと して は非 効率 とな って しま う とい うの は ,さ ほ ど珍 ら しい こ とでは な い。

そ の 上,各 々の 人 は,し ば しば 他 の 多 くの領 域 と関連 す る問題 を考 慮せ ず に仕 事

を し,ま た一 方 で は他 人 の仕 事 の細 か い あ ら探 しば か りす る。 大 学 を出 た ばか り

の 若者 は,経 験 が な い た め ,集 団 で仕 事 をす る こ とを難 儀 に思 うか も しれ ない。

そ れ は,大 学教 育 が,個 人的 な 目標 の達 成 を評 価 す る よ うに な され て い るため で

あ り,学 生 は,利 用 し うる方 法 な ら何 で も用い る こ とが で き るか らで あ る。 集団

で仕 事 を なす とい うこ とは,し ば しば ,.妥 協 を厭 わ ず,そ の妥 協 に従 って仕 事 を

進 め る こ との で き る能 力 を意 味 す る。 この た め に は ,物 事 を他 人の 立 場 に立 って

見 る こ との で きる能 力 や,個 人の 自我 を犠 牲 にす る態 度 が必 要 で あ る。 意識 的 な

努 力 に よ って初 め て成 功 が もた らされ る。 チ ー ム ワー クの重 要 性 を示 し,そ の経

験 を与 え る よ うな方 法 に,教 育 の進 め方 を工 夫 す る こ とは ,不 可能 な こ とでは あ
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一
る ま い 。

〈 今 日の環 境 の中 で働 く こ とを助 け る態度 〉

今 日の仕 事 の環 境 は,シ ス テ ム分析 者 に と って非 常 に厳 しい もの で あ る。 そ れ

は,DPと い う仕 事 が まだ 開 発段 階 に あ るか らで あ る。

分 析 者 は,常 に 多 くの 人 々に接 し なけ れば な らないた め,あ る程 度 社 交的 で な

け れば な らない。 ま た,分 析 者 は ど ち らか と言 えば む しろそ の ユ ー ザ ー との接 触

の 方 が 多 いた め,謙 遜 で あ る こ と も重 要 な要 素 で あ る。 実 際 ,ユ ー ザ ーの 中に は,

そ の プ ・ ジ ェ ク トが 自分 の 日常 の仕 事 を脅 かす もの だ と思 う と,分 析 者 に対 して

敵 意 を持 つ者 もい よ う。 分析 者 は こ の よ うな敵 意 に も耐 え ねば な らない の で あ る。

分 析 者 は また,ユ ー ザ ー か らの圧 力 のみ な らず,仕 事 の 上で の 同 僚 達 か らと),

直 接 ・間 接 の圧 力 に も耐 え ね ば な らな い で あ ろ う。 最 近 の 状 況 を 見 る と,若 い 分

析 者 の 方 が,そ の先 輩 達 よ りも,よ り多 く組 織 の こ とを知 り,ま た組 織 に対 して

よ り貢 献 して い る,あ るい は 自分 で そ う思 って い る,と い うこ とが しば しば あ る。

お よそ どの よ うな組 織 で も,仕 事 を なす 上 で 自分の 先 輩達 と肩 を 並 べ られ る よ う

に な るま でには,長 い時 間 を必 要 とす る とい う事実 を,分 析 者 は認 識 せ ね ば な ら

ない。 これ を認 識 しな いが た めの 憤 りは,分 析者 の仕 事 や生 活 に 少 なか らず影 響

を 及 ぼ す ことで あ ろ う。 ま た 同様 に,先 輩 達 は,自 分 の 地位 が脅 か さ れ る と思 い,

そ の 分 析者 に対 して非協 力 的 に な った り,嫉 妬 を感 じた りす るか も しれ な い。 し

か し,こ の 点 に関 して い ま少 し言 う な らば,若 くて頭 の きれ る 人達 の 方 が 最新 の

科 学技 術 に関 して は よ り多 く知 識 を持 ってい る とい う事 実 を,こ れ ま で 経験 を積

ん で きた 先 輩 の 分析 者 が認 識 せ ね ば な らない 時 とい うの は,い ず れ来 る で あろ う。

そ れ は,そ の 人 の知 識 もい ず れは 過 去 の もの とな って しま うか らで あ り,将 来 の

この よ うな可 能性 を甘 受 で き るた め の準 備 が必 要 と なろ う。
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3.教 育 的 素 養

シス テ ム分析 者 に 要求 され る教 育 的素 養 は,以 下 の4つ に大 別 し うる。 す なわ

ち,コ ン ピュ ー タの基 礎 知 識,シ ス テ ム分 析,シ ス テ ム設 計,そ して そ の 他 関係

す る諸 点 で あ る。

〈 コン ピュ ー タの 基 礎 知 識 〉

シス テ ム分 析 者 を志 す 者 は,コ ン ピュ ー タ化 され た有 効 な シス テ ムを設 計 す る

の に 必 要 で ある と ころ か ら,コ ン ピ ュー タの基 礎 知 識 に つ い て あ る程 度 知 ってお

く必要 が あ る。 勿論,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラマ ーや シス テ ム ・プ ロ グ ラマ

ーほ どの詳 細 な知 識 は 必 要 でな い。 コ ン ピュ ー タに 対 す る理解,コ ン ピュ ー タの

産 業 上 の利 用 及 び そ の 誤 用,代 表 的 な ハ ー ドウェ アや ソフ トウェアの 概 要,CP

U(中 央 処 理 装 置)や 周 辺 装 置 に関 す る知 識 等 の教 育 を 受 け れ ば よいの で あ る。

分 析者 は,コ ン ピ ュー タ化 され た シス テ ムを よ りよ く設 計 す るた め に,プ ログ

ラ ミ ングの 概 念 に つ い て知 る必 要 が あ る。 勿 論,そ の 専 門 的 技術 に つ いて は 必 要

で な いが,技 術 的 な助 け が あれ ば,あ る程 度 複雑 な プ ログ ラ ムで も書 り る ぐ らい

の プ ログ ラ ミン グ は学 ぶ 必 要 が あ る。 また,学 ぶ 言 語 は,高 水 準 の 商業 言 語 で な

け れ ば な らない が,FORTRANやRPGの よ うな言 語 や ジ ェネ レー タは不 要 で

あ る。 現 在 の 状 況 を考 え れ ば,COBOLが 言 語 と して は勧 め られ る。 そ して 分析

者 はそ れ以 上 の 言 語 を知 る必要 は ない 。

〈 システ ム分 析 〉

分 析 は,プ ロ ジ ェ ク トの 開 始 か ら(す な わ ちそ の実 行 可能 性 の研 究 か ら),そ

の シス テ ム に要 す る もの の 詳述 が完 了 す る ま で(す な わ ち設 計 の開 始 の 前 段 階 ま

で)の 期 間 に わ た り,そ れ に は,実 際の 分析 の他,コ ミュニ ケー シ ョン,形 式 の

設 計,記 述,お よび プ ロ ジェ ク トに 関す る経 済 学 的知 識 等 々の要 素 が あ る。 多 く
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の場 合,分 析者 の 教 育 な い し訓 練 は,こ れ らの要素 に つい て は簡 単 に と りあげ て

い るだけ で,そ の 中心 を シス テ ム設 計 に置 い て い る。 これ は,お そ ら く,あ る種

の 分析 につ い ては 大学 卒 業者 で あれ ば特 別 な訓練 な しに これ を成 し遂 げ る こ とが'

で き るに 対 し,シ ス テ ム設 計 を行 うた め に は様 々な技術 的知 識 が 必 要 で ある こ と

に よるの で あろ う。 しか し これ は 誤 りで あ る。 優 れ た設 計 と い う もの は 優 れた 分

析 の 上 に立 って こそ 意 味 を持 つ の で あ って,優 れ た分 析 のた め には 適 切 な教 育が

不 可 欠 で あ るか らで あ る。

今 日で は,情 報 が他 の方 法 で容 易 に 入 手 で きる ため,実 際 の 分析 に 関 して はさ

ほ ど十 分 に論 じ られ て い ない。 しか し,実 は シス テ ム分析 は,熟 慮 され ま た十 分

に 認識 が な され て い る他 の 問 題 と同様,大 きな問 題 で あ りま た 重 要 な 問 題 なの で

あ る。

コ ミュ ニ ケー シ ョンに関 して も同様 で あ る。端 的 に述 べ る な らば,分 析 者 を志

す 者 は,適 切 な質 問 を なす こ とに よ り情 報 を集 め,ま た 自 らの発 見 や解 決 策 を し

か るべ き 人に提 示 す る こ とを学 ぶ必 要 が あ るの で あ り,そ の た め に,自 らの観点.

を 多少 な りと も変 え る こ とが必 要 なの で あ る。 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンに つ い て の教

育 は,他 の 主 要 な問 題 と同様,よ り総 合 的 にな され るべ きで ある こ とを指摘 せ ね

ば な らない。

分析 者 は また,プ ロジ ェ ク トの 一 部 と して,い か な る形 式 を も設 計 で きる こ と

を一 般 に求 め られ て い る。 会話 と同様,形 式 の設 計 は 誰 に で もで き る ことで あ る

の だ が,優 れた もの を設 計 す る ため に は 知識 と経 験 を必 要 とす る。 そ の 上,優 れ

た もの とそ うで な い もの との 差 は,コ ス トの差 と もな り うる。 した が って,こ れ

を 教 育 す る簡単 な課 程 が 必 要 なρ で あ る。

分析 者 は,そ の時 間 の 多 くを,様 々な レベルの 人 々や専 門家 に 対 す る簡単 な メ

モ や 報 告 書,必 要 書 類 等 の作 成 に費 やす た あ,明 瞭 で 簡潔 な文 体 は,分 析 者 に と

つて必 須 で あ る。 記 述 す る こ とは,今 日の 多 くの分 析 者 が 不得 手 とす る ところ な
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の で,こ の た め の教 育 や経 験 が必 要 と思 わ れ る。

コ ン ピゴ ータ化 さ れ た シス テ ムを評 価 す る際 に は ,費 用 一便益 の研 究 や リス ク

の 分析,利 益 割 引率 の 分析 等が 必 要 で あ るた め,分 析 者 は,こ れ らを行 い うる に

十 分 な経 済 学 的知 識 を有 して い なけ れ は な らない。 コ ン ピ ュー タ化 され た シス テ

ムの 多 くは,人 力 に よ る シス テ ムに と って代 わ る よ う作 られ た もの で ある た め ,

人 力 に よ る よ りも よ り価値 あ る もの で ある こ とが示 さ れ る必 要 が あ るの だ が.]

つ の 方 法 と しては,単 位 期 間 あた りの費 用 が よ り少 な くて済 む こ と を示 す とい う

こ とが挙 げ られ る。 プ ロジ ェ ク トに 関 す る経 済 学 的知 識 は,そ の他 に も数 多 くの

利 用の途 があ る。

〈 シス テ ム設 計 〉

シス テ ム設 計 は,コ ン ピ ュー タ技 術 と直 接 的 に関 わ る もの で あ り,以 下 の6つ

の 部 門 に分 け る こ とが で き る。 す な わ ち,シ ス テ ムの 流 れ,フ ァイル と記録 の設

計,制 御,文 書 に よる説 明,検 査,そ して メ イ ンテ ナ ンス作 業 で あ る。 正 式 に コ

ン ピュー タ関 係 の教 育 を受 け るこ とな くシ ス テ ム分 析 の 分野 に 入 る 人 々は,設 計

を,単 に シス テ ムの 流 れ 及 び フ ァ イル と記 録 の 設 計 の2つ か らの み 成 る と考 え て,

他 の 部 分 の重 要性 を正 し く認 識 しな い傾 向 が あ り,そ の た め,こ れ ら残 りの4つ

の 領 域 に関 す る設 備 につ い ては,大 部 分 が幾 分 貧 弱 な もの と な って い る。

シ ス テ ムの 流 れ と フ ァ イル ・記録 の 設 計 に 関す る問 題 は,重 要 では あ るが,本

稿 では と りあげ な い。 そ れ は,こ れ らに つ い て は 一般 に 十 分教 育 が なさ れ て い る

た め で あ り,こ の こ とは,こ れ らの問 題 の重 要 性 が 十 分認 識 され て い る こ とを反

"映 して い る
。

制 御 は,詳 細 に わ た って教 育 が なさ れ るべ き重 要 な問 題 で あ る。 そ れ は,優 れ

た制 御 の 設 計 は,シ ス テ ムが当 初 の 意 図 どお りに機 能 す る こ とを保 証 す る もの だ

か らで あ る。 コ ン ピュ ー タ化 され た シス テ ムの適 用 に お い て は,そ の進 行 上,技
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術 面 に関 係 す る グル ー プやそ うで ない グル ー プあ わせ て,少 な くと も7つ の グ ル

ー プに よるデ ー タの 操 作 が行 わ れ る
。 そ の た め,故 意 ・過 失 を問 わず,あ らゆ る

事 が 誤 ま って進 行 す る危 険性 が あ る し,ま た 事実,し ば しば 多 くの こ とが誤 ま つ

て 進 行 す る。 不幸 に して,多 くの 人 々は,シ ス テ ム分析 者 た る職 に つ くに あた り ,

制 御 とい うこ とを十 分 に 意識 してい な い。 そ の た め,生 産 が誤 ま って進 行 す る の

も稀 な こ とでは な く,ま たそ れ が更 に,DP部 門 に対 す る ユ ーザ ー の不 信 を招 い

た りす る。

文 書 に よる説 明 は,関 係 者 に シス テ ムの 働 きや シス テ ム を機 能 させ るた め の 人

々 の役 割等 を知 らせ る もの で あ り,分 析 者 に 対 して もまた シス テ ムの設 計 を告 げ

る もの で あ る。 これ が適 切 に な され なけ れ ば,物 事 は誤 って進 行 す る し,メ イ ン

テ ナ ンス も非 常 に 困難 とな る。 この よ うに重 要 な問 題 で あ る ので ,学 生 もそ の 標

準 的 な もの い くつか につ い て は よ く知 って お く必 要 が あ る し,ま た実 際 にい くつ

か を書 い て み る必 要 が あ る。 ま た文 書 に よる説 明 につ い て強 調 され るべ きこ との

1つ に,ユ ー ザ ー に対 す る 説 明 書 の問 題 が あ る。 そ の 内容 は通 常 あま りに専 門 的

で あ りす ぎる し,ま た,専 門 用 語 を使い す ぎてい るの で あ る。

検 査 は,適 切 に行 わ れ ない と,金 や 時 間,人 的 労 力 等 の点 で,非 常 に コス トの

か か る もの とな る し,ま た 不 十 分 な もの に終 わ って しま う。 検 査 が不 適 切 で あ る

と,普 段 あ ま り利 用さ れ な い 操 作 手順 や,例 外 的 な状況 に お いて,し ば しば 欠 陥

が 発 見 され ない ま ま看 過 さ れ る こ ととな る。 生 産 工 程下 の シス テ ムが,不 十 分 な

検 査 のせ い で,毎 月毎 月 メ イ ン テナ ンス を必 要 と して い るの は さ ほ ど珍 ら しい こ

とで は な い。 適切 な検 査 は,プ ログ ラム検 査,シ ス テ ム検 査,生 デ ー タ検 査 に区

分 しう るが,ど の 場合 にお い て も,分 析 者 は 検 査 の 進行 を正 し くフ ォ ローで きね

ば な らな い。 また 分析 者 は,検 査 の た め の一 群 の マス ター ・デ ー タや そ れ に 伴 う

検 査 結 果 の利 用の しか た も知 らねば な らな い。 そ れ は,修 正 を加 え た後 の シス テ

ム の検 査 の た め に必 要 な の で あ る。
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旧式 のDP装 置 の あ る もの で は メ イ ンテ ナ ンス の ため の 作 業 が 全作 業 量 の4分

の3以 上 に も及ん で い る こ とを考 え る な らば,メ イ ンテ ナ ンス が重 要 な問 題 で あ

る とい うこ とは さ ほ ど篤 くに足 らな い。 シス テ ムは 一 般 に あ る種 の環 境 に応 答 す

ゐ よ うに 作 られ て い るが,そ の環 境 は,こ と産 業 界 に お いて は しぱ しば 変 化 す る

もの で あ るた め,シ ス テ ム もそ の変 化 した環 境 に 応 じなけ れ ば な らない 。 多 くの

場 合,あ らゆ る環 境 の変 化 の可 能 性 を許 容 す る よ うな システ ム を作 る こ とは 不可

能 で あ り,ま た非 経 済 的 で ある た め,環 境 が変 化 す るつ ど,'シ ス テ ム 自体 も修正

さ れ なけ れ ば な らな い の で ある。 この よ うに,メ イ ンテ ナ ンス は,シ ス テ ム分析

者 の生 活 に と って非 常 に 重 要 な地 位 を 占め る よ うに な った の で ある が,そ れ は 一

方 で,今 日の分 析 者 に と って あ ま り気 持 ちの よ くな い状 況 を しば しば招 く。 い く

つ か例 示 す る な らば,そ れ が他 人の 設 計 した不 良 な シス テ ム を修 正 せ ね ば な らな

い こ とに結 び つ くこ と,創 造 的 な仕 事 とは 言 え ない こ と,プ ロ ジ ェ ク トの 進 行 を

分 断 して しま うこ と等 々 で あ る。 しか しそれ で も,分 析 者 は,メ イ ンテ ナ ンス の

重 要 性 を認 識 せ ね ば な らない し,メ イ ンテ ナ ンス に 関 して,優 れ た仕 事 を し経 験

を 積 む こ と を厭 わ ず 十 分 こなせ る よ うに しなけ れ は な らない。 これ らを欠 い て

い て は,優 れ た分 析 者 とな る こ とは で きな いの で ある。

〈そ の 他関 連 す る諸 点 〉

以 上 の他 に も,知 識 を持 つ こ とが 有 益 で あ る よ うな こ とが い くつ か あ る。 す な

わ ち,計 画 化,組 織 化,会 計 原 則,及 び代 表 的 な会 計 シス テ ム,経 営 情 報 シ ステ

ム,給 与 シス テ ム等 に つ い て で あ る。

プ ロ ジ ェ ク トに必 要 な ,現 実 的 な コス トや時 間 の概 算 を提 供 し,ス ケ ジ ュー ル

どお りに プ ロジ ェ ク トを完 成 させ なけ れ ば な らない とい う制 約 が ,今 日,し ば し

ばEDP部 門 に課 せ られ る ため,優 れ た計 画 化及 び 組織 化 は ,重 要 な利点 となる。

計 画 化 は,プ ロジ ェ ク トを個 人 レベ ル の仕 事 に分 割 し,そ れ ぞ れの 仕 事 の 完 了 に
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「

要 す る時 間 や 期 日,コ ス トの 見積 りを なす 過 程 をい う。 ま た組 織 化は,同 時 併 行

的 な複 数 の プ ・ ジェ ク トを,最 も能 率的 に ま た効 果 的 に進 行 さ せ る能 力 を意 味 す

る。

分析 者 は,会 計 原 則 の 基本 に つ い て あ る程 度知 って お く必 要 が あ る。 それ は,

多 くの 産 業施 設 にお い て は,会 計 シス テ ムが 全作 業 量 の半 分以 上 に関 係 して責 任

を 負 うこ と,及 び 他 の 多 くの シス テ ム もまた 会 計 デ ー タを利 用 す るこ とに よる。

ま た,会 計 シス テ ム'は常 に修 正 を必 要 とす る もの で あ るか らで もある。

シス テ ムの い くつ かは,ど の よ うな場合 で も基 本 的 に は 同 じ もの で あ る。 この

よ うな シス テ ム と して,会 計 シス テ ムや給 与 シス テ ムが挙 げ られ る。 経 営 情 報 シ

ス テ ムは,施 設 に よ って 細 部 は異 な る とは い え,一 般 的 に は,会 計 デ ー タを いか

に 分析 目的 の た め に利 用す るか を示 つ もの で あ る。 これ ら3つ の シス テ ムの知 識

を 有す る こ とは,い か な る分 析 者 に と って も有 用 とな ろ う。

4.要 約

シス テ ム分析 とい う職 業 の 新 しさ と,複 雑 な科 学技 術 の急 速 な進 歩 に よ り,シ

ス テ ム分析 者 の 役 割 は まだ 十 分 に確 立 され て い ない 。将 来 分析 者 を志 す 者 へ の教

育 も,彼 の 卒 業 後 の 職 務 の 上 には ほ とん ど役 に 立 た な い こ とが しば しば で あ る。

そ の教 育 は おそ ら く,あ ま りに技術 的 にす ぎ,分 析 や コ ミュニ ケ ー シ ョン とい っ

た側 面 には 十 分 な注 意 が払 わ れ てい ない の で あろ う。技 術 的 側 面 につい て も,カ

リキ ュ ラムは,プ ログ ラ ミン グや ハ ー ドウェ ア ・ソフ トウェ ア とい った こ とに必

要 以 上 に力 を 入 れ す ぎて お り,制 御 や 文 書作 成,検 査,メ イ ンテ ナ ンス とい った

側 面 につ い て は さほ ど十 分 に強調 され てい な い。 そ して最 も大切 な こ とは,シ ス

テ ム分 析 者 は あ る種 の態 度 と気 質 を備 え て い なけ れ ば な らず,こ れ を欠 い てい る

者 は分 析 者 と して は不 適 格 で あ る とい うご とを,多 くの 人 々が 理解 して い な い こ

とで あ る。 カ リキ ュ ラ ムを よ り適 切 に組 む こ とに よ り,大 学 も,産 業 界 も,そ し
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・

.

・

て学 生 自身 も恩 恵 を受 け る こ と となろ う。
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4.4EDPSwrvey'76

EDP展 望1976年

国 立 コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー (ケ ソ ン シ テ ィ.フ ィ リ ピ ン)

序 文

rEDP展 望1976年 」は,政 府 部 門,民 間 部 門 ,両 者 の コ ン ピュー タ運 用の

現状 を検 討 して い る とは い え,政 府 部 門 に お け る コ ン ピ ュー タ技術 の状 況 に よ り

注 意 を向け て い る とい う点 で,過 去 の展 望 の形 式 とは異 な って い る。 さ らに,本

年 の展 望 に は,コ ン ピュ ー タ産 業 全 体 お よびそ の問 題 点 と将 来 につ い ての 要 約が

示 さ れ て い る。

本年 の展 望 の た め に 用 い た デ ー タは,過 去 のEDP展 望,コ ン ピュー タ供 給者

お よび ユ ー ザ ー か ら集 め られ た もの で あ る。 この点 に つ い て,こ の プ ロ ジェ ク ト

を援 助 し協 力 して下 さ った 人 々に深 く感 謝す る次 第 で あ る。

NCC経 営 担 当取 締 役

P.F.バ ラオ イ ダ ン
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皿.コ ン ピュー タ産 業(要 約)

Iv.付 録

A.コ ン ピュ ー タの規 模 と産 業 別 に よる コ ン ピ ュー タ設 備 の度 数 分 布

B.供 給 者 と機 種 別 に よる コン ピ ュー タの 度数 分 布

1・ コ ン ピ ュー タ運 用 の 現 状

デ ー タ処 理 は 組 織 の か な り大 きな費 用 とな りっ つ あ る。 組 織 は,デ ー タ処 理 の

運 営 費 と して,会 社 の総 運 営 費 の1%な い し10%(パ ー セ ンテ ー ジは,そ の 会社

が属 す る産 業 に依 存 す る)を 費 や し,そ れ は 収 益す な わ ち総 売 上 高 の 約1%な い

し3%に あ た る,と 推 定 され る。

フ ィ リピ ンの 約110の 組 織 が1974年 末 末まで に1台 な い しそ れ以 上 の コ ン ピ ュ

ー タ を導 入 した
,と 推 定 さ れ る。134台 の コ ン ピュー タが 導 入 され たの で ある か

ら,い くつか の組 織 が1台 以 上 の コ ン ピュー タを所持 して い た こ とは 明 らか で あ

る。 これ ら134台 の コ ン ピュー タの 価 格は2億900万 ペ ソと推 定 さ れ た 。 コ ン ピ

ュ ー タの最 大 の ユ ーザ ー で あ る製 造 業 部 門 では1974年 末 に21台 の コン ピ ュー

タが 使 用 され てい る と報 告 され た 。

1976年 には,フ ィ リ ピンの135社 に198台 の コン ピュ ー タが 設 置 され て い る。

これ は2年 間 で49%の 増 加 で あ る。 ま た,そ の価 格 は3億290万 ペ ソと推 定 さ れ,

1974年 の4『%増 で あ る。

(注)1976年 当 時,1ペ ソは 約33円 に あた る。

1976年 の デー タ を分 析 す る と,さ らに,コ ン ピュ ー タ設 備 の 約61%が 小 型 で,

27%が 中型 で あ る こ とが わ か る。/j・型 コン ピュ ー タ設 備 は 総 記 憶 容 量 が64Kバ

イ ト未 満 の もの で あ り,中 型 コ ン ピュ ー タ設 備 は 総 記 憶 容 量 が64Kバ イ トか ら

256Kバ イ トの もの で あ る。1976年 の コ ン ピュ ー タ設 備 の11%少 々が大 型(総

記 憶 容 量 が256Kバ イ トを越 え る もの)で あ る。 費 用 に関 ず る分 類 は,そ の とき

一74一



の費 用 デ ー タが 得 られ ない た め に考 慮 され なか った。 さ らに,過 去 の 数 字 と比 較

す る こ とは,過 去3年 間 の 分 類 の基 準 が 異 な って い るた め,不 可 能 で あ ろ う。

非 常 に盛 ん に コ ン ピ ュー タを利 用 して きた産業 が い くつ か あ る。 これ らには,

銀 行 業,保 険 業,サ ー ビス 業,製 造 業,政 府 部 門 が あ り,そ れぞ れ の 産 業 で の特

に大 きな企 業 が コ ン ピュ ー タの ユ ー ザ ー で あ る。 コ ン ピュ ー タの 利 用に 比 較 的控

え め な産 業 もあ る。 これ らには,学 校 や 大 学,地 方 自治 体,印 刷業,織 物 業 が あ

り,そ の大 部 分 は 比較 的 小 さ な企 業 で,お そ ら く高価 な コ ン ピュー タ設 備 の 維持

を行 う余 裕 が ない の で あ ろ う。1974年 に関 して集 め られ た デ ー タ に よれ ば,コ

ン ピ ュ一 夕ユLザ ーの 多数,す なわ ち『16%が,製 造 業 に属 してい る'dと が わか る

が,そ れ と同様 に,1976年 の数 字 は,コ ン ピュー タユ ーザ ーの24%が 製 造 業 部

門 に属 す る こ と を示 して い る。

以 上 の統 計 と傾 向は,企 業 目標 を達 成 す るた め の コン ピュ ー タの利 用 と可 能 な

適 用 とに 関 す るす べ ての 部 門 の 絶 え 間 ない認 識 と関心 を表 わす もの で あ る。 適 用

に関 す る統 計 を分 析 して み る と,工 学 的,科 学 的 適 用や 経 営 情 報 シス テ ムの 発達

とい った複 雑 な適 用を,こ れ らの企 業 が十 分 に探 究 してい ない こ とが わ か る とは

い え,大 部 分 の適 用は,統 計 上 の 目的 か,会 計 へ の適 用,銀 行 業 へ の適 用 で あ る。

こ うい った状 況 は,コ ン ピ ュー タ技 術 の 分 野 で,実 際 に 資格 の あ る人 々が不 足 し

て い る,と い う問 題 を再 び 思 い 出させ る。 この こ とが,資 格 の あ る少 数 を め ぐ っ

て の激 しい 競 争 を もた らす結 果 とな る。 した が って,コ ン ピュー タ産 業 に おけ る

引 き抜 きや 大部 分 の デ ー タ処理 設 備 に お け る人 員の 高 い転 職 率 の 原 因 とな るの で

あ る。

コ ン ピ ュ ー タの 誤 用の も う1つ の理 由 は ,意 思決 定 の道 具 と して の コ ン ピュ ー

タ技 術 の適 切 な利 用に関 して の政 策 作 成 者 や政 策 履行 者 へ の 訓練 や オ リエ ン テ ー

シ ョンの 欠 如,お よび,な し うる適 用 につ いて の コ ン ピュ ー タの可 能 性 と限 界
,
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とに 由来 して い る。 した が って,コ ン ピ ュー タとい う高 価 な機 械 の最 適 な利 用 を

確 保 す るた め に,コ ン ピ ュ ー タの 能 力に つ い て これ らの意 思 決 定 者 や政 策 プ ラ ン

ナ ーを教 育 す る こ とか ら始 め られ ね ば な らな い。

ll.政 府 に おけ る コ ン ピュ ー タ利 用 の 一般 的 状 況

A.コ ン ピュ ー タ利 用 の 増加

政 府 部 門 にお け る コ ン ピ ュー タ台 数 の 増加 は表1に 示 され て い る。 コ ン ピュー

タ設 備 の 数 の増 加は,1962年Vak・ け る社 会保 障 制 度 の た め のIBM1401シ ス

テ ムの設 置 とと もに 始 ま った。 他 の政 府 機 関 も,自 らの 目的 を達 成す る た め に コ

ン ピュー タの利 用 を実 現 し よ う と して ,こ れ を模 倣 した。 そ れ らの 中 に は,1965

年 の 公道 省(th・D・p・ ・tment・fP・bli・Highw。y。) ,・966年 に ・ ン ピ

ュ ー タ シス テ ムを設 置 した フ ィ リピン国立 銀 行(PNB) ,フ ィ リピ ン砂 糖 協 会

(PhiliPPineSugarInstitute),ロ スパ ニ ヨス の フ ィ リピン国 立 大 学(U

P),国 土 庁(BureauofLand),1968年 の デ ィ リマ ンの フ ィ リ ピ ン国立

大 学,1969年 のPNBの も う1つ の コ ン ピ ュー タ シス テ ム ,国 立 コ ン ピュ ー タ

セ ン ター(NUC) ,が あ る。

政 府 に お け る コ ン ピ ュー タ台 数 の平 均 増 加 率 は,毎 年 約49%で あ る。 しか し,

1973年 に は,覚 え書 き指 令 第352号(MemorandumOrdervJE352)の 発 布 の

た め に,コ ン ピュー タ台 数 の 増 加率 は 驚 くほ ど大 幅 な減 少 を記 録 した 。 この指 令

は,政 府 に おけ る コ ン ピ ュー タの 国家 的 使 用 の 目的 に した が って ,コ ン ピ ュー タ

お よび 周 辺 機 器 の 適 用,あ るい は そ れ らの取 得 の 申 し出 を 審査 す る権 限 をす べ て

NCCに 与 え る もの で あ った。 政府 に おけ る コ ン ピュ ー タの 増 加 率 は そ の翌 年 か

ら変 動 して きたが,そ れ 以 後 は ず み を得 て,加 速 して きた こ とは 注 目す べ き点 で

あ る。

一76一



B.政 府 に おけ る コ ン ピュ ー タ台 数 とコ ン ピュ ー タの 主要 な適 用 範 囲

分 析 の た め に,政 府 機 関 は,そ の特 有 の機 能 に よ って部 門 に分類 さ れ た。 政 府

財 政 機 関 か ら成 る国 家財 政 部 門 が 最 も多 くの コ ン ピュー タ設 備 を所 持 して お り,

そ の大 多数 が大 型 コ ン ピ ュー タ シス テ ムに分 類 さ れ てい る。 コン ピュ ー タが これ

らの政 府 財 政 機 関 に よ って利 用 され る様 々な適 用範 囲 のた め に,そ の よ うな こ と

に な った の か も しれ な い。 一般 管 理 部 門 が,コ ン ピュー タ設 備 の 度 数 分 布 にお い

て 二 番 に位 置 す るが,そ の 大 多数 もま た大 型 コ ン ピュー タ シ ステ ム に 分類 され る。

全 体 と して,35の 政 府 機 関 に 全 部 で48の 政 府 の コ ン ピュー タが あ り,そ の 大

部 分 が大 型 コ ン ピュー タ シス テ ム に分 類 され て い る。

コ ン ピ ュ ー タが利 用 され る適 用 範 囲 は ,た い て い が管理 的 性 質 の もの で,た と

え ば,給 料 支 払 い 名 簿,記 録管 理 な どで あ り,こ の こ とは,よ り複 雑 な シス テ ム

を 開発 した り,設 備 に効 率 的 に 人 を配 置 した りす る熟練 され た 人員 の 欠 如 をおそ

ら く示 して い るで あろ う。(コ ン ピ ュー タ適 用 に関 す るデ ー タは表3を 参 照)

C.EDP人 員 の 雇 用 と訓 練 の 状 態

一般 に ,コ ン ピ ュー タの有 効 な利 用 の妨 げ とな る もの の1つ に,こ の 人類 の 創

造 的 才 能 の産 物(コ ン ピ ュ ー タ)の 最 大 限 の 可 能 性 を引 き出 す熟 練 した 人 員 の 欠

如 とい うこ とが あ る。 この こ とが,19'73年 に 国立 コン ピュ 一 夕 セ ン タ 一-ut国 立

コ ン ピ ュー タ学 校 が 創 設 さ れ た主 要 な理 由 で あ った。

1974年 には,コ ン ピュ ー タを利 用す る組 織 で 約1876名 が コ ン ピュ ー タ関 連

の 職 業 につ い て い た と推 定 さ れ る。 ユ ーザ ーの ス タ ッフに対 して は,次 の よ うな

職 業 の 分 布 が推 定 され る。 .'べ

職 業 名'人 数

プ ログ ラ マー"295

シ ス テ ム分析 者174
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h;DPに 従 事 す る これ らの1876名 の うち,831名}・;す なわ ち40%が 政 府 部 門 に

属 す る。 現 在 政 府 のEDPに 従 事 し て い る 人員 は 約1300名 で あ り,こ れ は1974

年 の 数字 の約60%増 で あ る。(簡 略 化 のた め に,EDPの 職 種 を次 の よ うに 分 類

す る。EDPマ ネ ー ジ ャー(補 佐 を含 む), ,シス テ ム分析 者,プ ログ ラマ ー,コ

ン ピュ ー タオ ペ レー ター,コ ン ピュ ー タ保 守 の 専 門 家 ・技 師 ,コ ン ピュ ー タ ジ ョ

ブ ス ケ ジ ュ ラー,デ ー タ制御 員(コ ー ダ ー検 証 員,デ ー タ転 記 員 を含 む) ,EDP

ライ ブ ラ リア ン,イ ン プ ッ トマ シ ー ンオ ペ レー ター,製 表 機 お よび カ ー ド穿 孔機

の オ ペ レー ター,の10種 で あ る)。 設 備 規 模 別 に よ るEDP人 員 の度 数 分布(表

4)に よれ ば,.設 備 に配 置 さ れ て い る人 員 の 数は ,設 備 規 模 に 比 例 して い る とい

え る。

お そ ら くコ ン ピュ ー タ人員 の60%は 女性 で あ ろ うが,彼 女 らが 占め る職 種 は大

部 分 が デ ー タ制 御 員 か イ ン プ ッ トマ シー ンオ ペ レー ター で あ る。 男性 が技 術 職 お

よ び経 営職(す なわ ち,EDPマ ネ ー ジ ャー, ,シ ス テ ム分 析 員,プ ログ ラマ 「,

コ ン ピュ ー タオ ペ レー ター)の 大 部 分 を 占 め て い る
。 この こ とに対す る■ つ の主

要 な理 由 は,お そ ら く,た い て い の 政 府 機 関 が,こ の種 の職 務 に はそ の特 性 ゆえ

に男 性 を選 好 す る で あろ うとい う事 実 で あ るか も しれ ない。

政 府 部 門の1300人 の 人員 の うち75%が 大 学 卒 業 者 で あ り,・約3%が 大 学 院 の

単 位取 得 者 お よび 卒 業 生 で あ る。 この こ とは,こ の職 業 の厳 格 さ を暗 示 してお り,

教 育 一1の到 達 が,EDPの 分 野 を専 門 職 に した い と思 う人 々に と って前 も って要

求 され る。 高 校 卒 業 者 は,デ ー タ制 御 員 や イ ン プ ッ トマ シー ンオ ペ レー ターの よ

うな低 い レベ ルの 職 種 につ い て い る。EDP人 員 の 年齢 別 分 布 を分 析 す る と,大

半 の 人 員,約77%が20才 か ら40才 の 間 で あ る こ とがわ か る。(年 齢 区 分 に よ

るEDP人 員 の度 数 分 布 は表5を 参 照)。 技 術 職 す なわ ち7・ グ ラマ ー ,コ ン ビ
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ユ一 夕オ ペ レー ター,シ ス テ ム分 析 員 は;20才 か ら30才 の 間 の 人 々に よ って

ほ とん ど占 め られ て い る。 この こ とは,フ ィ リ ピンに お け る コ ン ピュ ー タ技術 お

よび コ ン ピ ュー タ産 業 の 新 しさ を あ らわ して い る。

給 与 の 階 級 に 関す る統 計 は,設 備規 模 と人 員の 給 与 の 間 に比 例 関係 が あ る こ と

をあ らわ してい る。 しか しなが ら,政 府 部門におけ る給 与は,民 間部門 の給 与 よ

り もま だ 相対 的 に低 く,し た が って部 門 間 に お け る引 き抜 きが お こ る結果 とな る。

大 低,政 府 の 設備 は大 半 のEDP被 訓 練 者 に よる訓練 の 場 とな りつつ あ る。

将 来 に 目 を向 け て み る と,1977年 に必 要 と され る総 雇 用 人数 は 約'1582名 と

推 定 され る。 この こ とは,197・4年 か ら1975年 と1975年 か ら1976年 の平 均

増 加 率 が24.2%で あ る こ とに 基 づ い て い る。 した が って,1977年 の みjに関 して

い えば,308名 の 新 人が必 要 とされ る と推 定 さ れ,コ ン ピュ ー タ分野 や 教 育訓 練

機 関 が お そ ら くそ の大 部 分 を供 給 す るで あ ろ う。 最 も需 要 が 増 加 す る の は,最 も

高 度 に教 育 され熟 練 した 人 々,す なわ ち シス テ ム分 析 員 に な り うる能 力 を も った

人 々で あ ろ う。 も し24.2%の 成 長 率 が この 先5年 間続 くか,そ う仮 定 す る とす れ

ば,政 府 がEDPに 必 要 と'する労 働 力 は次 の よ うに な るで あろ う。

計 画 さ れ る

年EDP人 員総 数 追 加 要求 数

19771,582308

'
197.81,964382

19792,439475

19803.029590

19813,762733

'こ の 仮 定 は
,政 府 の コ ン ピ ュ ー タ台 数 が2年 毎 に 倍 に な る と事 実 と と も に,本 年

す な わ ち1977年 ま で に,8台 の 新 しい コ ン ピ ュ ー タ設 備 の 設 置 が 提 案 さ れ て い

る とい う こ'と に 基 づ い て い る 。 さ ら に,コ ン ピ ュ ー タ産 業 は 現 在 か ら1980年 の
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間 に お い て,他 の ほ とん どいか な る職 業 分 野 よ り も多 くの新 しい 就 業 の機 会 を与

え るで あ ろ うと予言 され る。

フ ィ リピ ンにお い て コ ン ピ ュー タが 出現 した と き,大 部 分の 被 雇 用者 は コ ン ピ

ュ ー タ供 給 者 か ら訓 練 を受 け た。1970年 代 中 コ ン ピュー タ設 備 の 数 が 増加 す る

につ れ,政 府 は もと よ り私 立 の コ ン ピ ュー タ学 校 お よび い くつ か の 大学 が,コ ン

ピ ュー タ志 向 の労 働 者 に対 す る需 要 の 増大 に 答え るた め に,訓 練 と教 育 の計 画 に

乗 り出 した。 この こ とは,特 殊 な職 業 と して の コ ン ピュ ー タ分 野 へ の 増 大す る関

心 と需 要 と受 容 を あ らわ して い る。

訓 練 分類 別 に よる訓練 さ れ たEDP人 員 の 度数 分布 に 関 す る1974年 の デ ー タ

を分 析 す る と,政 府 のEDP人 員 の 多 く(35%)が,デ ー タ エ ン ト リー オペ レー

シ ョンの訓 練 を受 け38%が プ ログ ラム言 語 の 訓練,約11%がEDPの 基 礎 概 念 と

入 門 コー スの 両方 あ るい は そ の い ず れ か の 訓 練,わ ずか5%が シス テ ム分 析 お よ

び シス テ ム設 計 の 訓 練,を 受 け て い る こ とが 明 らか に な る。 コ ン ピュー タを最 大

限に 利 用す るため に,シ ス テ ム分 析 や シス テ ム設 計 お よび 高 度 な技 術 コー ス にお

け る集 中的 な訓 練 が 促 進 され なけ れ ば な らな い。 実 際 には,こ れ は,組 織 の 働 き

を 一般 に能 率 化 し,そ れ らの 意 思 決 定機 能 に おい て マ ネジ メ ン トを助 け る よ り複

雑 な シス テ ムや 適 用 を発 展 させ る こ との で きるで あ ろ う人員 を訓練 す る こ とで あ

る。

この訓 練 計 画 と と もに,以 下 の こ とが 注 目され るべ きで あ る。 「政 策 作成 者 や

政 策 履 行 者 は,得 られ る技 術 的 ア ドバ イス を正 し く利 用 し,そ の特 質 を 評価 す る

こ との で き る よ うに十 分 うま く指 示 が与 え られ ね ば な らな い。 従 って,コ ン ピュ

ー タ問題 に つ い て の国 家政 策 に関 す る決 定 を履 行 す る こ とが 任 務 で あ る人 々 を教

育 す る こ と も優先 さ れ なけ れ ば な らな い。 適切 な政 策 決 定 と有 効 な計 画 実 行 が な

されねばな らない とすれ ば,フ ィ リ ピンの よ うな発 展 途 上 国 の政 府 が,国 家 の コン

ピ ゴー タ計 画 にお い て有 能 で 高給 の ス タ ッ フを持 ち,そ の 活動 を援 助 す る こ とが
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保 証 され る こ とは重 要 で あ る。 」

D・ 政 府 のEDP設 備 の運 営 費

コ ン ピュ ー タ産 業 は ,そ の業 績 に対 す る もの と して の ユ ーザ ーの 支 出,と い う

観 点 か ら見 るこ とが で きる。 ユ ー ザ ーの 支 出 は,内 部 の給 与 や レ ン タル 費 用は も

ち ろん コ ン ピュー タの ・・一 ドウ ェアや 供 給 品(supplies)k・ よび サ ー ビス に対

す る もの で あ る。 運 営 費 に関 して集 め られ た デ ー タを 分析 す る と,政 府,民 間 の

両 部 門 に おけ る運 営 費 と設 備 規 模 の 間 に 比 例 関係 が存 在 す る こ とが わか る。政 府

部 門 に お い ては,集 め られ た デ ー タに よる と,コ ン ピ ュー タ設 備 を動 か す ため の

総 支 出 す なわ ち運 営 費 の 約6%が 設 備保 守 の ため の支 出 と考 え られ,47%が コ ン

ピュー タ職 能 に関 係 す る内 部 の 給 与 支 払総 額 ,H%が デ ー タ処 理 機 能 に直 接 関 連

した財 や供 給 品,残 りの36%が 設 備 の レンタ ル費 用 にそ れ ぞ れ 費 や され て い る。

これ らの 数 字 が,ど ん なデ ー タ処 理設 備 に お いて も,「 ヒュ ー マ ン ウ ェア 」が重

要 で あ り,不 可 欠 で ある こ とを示 して い る こ とは 明 らか で あ る。

表1 政 府 の コ ン ピ ュー タ台 数 の 増 加

年 設備 の数 増加率%)

1962 1

1965 2 100

1966 6 200

1968 9 50

1969 12 34

1970 15 25

1971 16 7

1972 25 56.

1973 27 8

1974 34 26

1975 40 18

1976 48 20
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表2 規 模*お よび 部 門 別 に よる政 府 の コ ン ピ ュー タ設 備 の度 数 分 布

部門の分類

小 型 中 型 大 型 合 計

設備数
全体に対す
る割合(殉 設備数

全体 に対す
る割合(殉 設備数

全体に対す
る割合(% 設備数

マ
全体に対す
る割合 ㈲

公共事業部門およ
びその下部組織

防衛,平 和 と秩
序の維持

工 業

農 林 水 産 業

地 方 自 治

社会福祉および
社会事業の発展

教 育 と 労 働

国 家 財 政

貿 易 と 外 交

全 般 管 理

情 報

科学の研究
および発展

健 康 と 栄 養

観 光 事 業

住 宅 供 給

2

1

1

1

3

1

1

3

1

2

1

57

2.8

2.8

2.8

8.6

28

28

8.6

2.8

5.7

28

3

4

1

1

1

86

11.4

2A

2.8

2.8

1

4

3

2β

11.4

8.6

5

6

1

2

3

1

2

8

4

2

1

142

17.1

2.8

5.7

86

2.8

5.7

229

11.4

5.7

2.8

計 17 46.6 10 28β 8 228 35 100

規模の分類は総記憶容量に基づいている
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表3 適 用範囲に 関す る比較統計

CPU使 用 平 均 時 間 数'
`

民 間 部 門 政 府 部.門

適用の分類 時 間 数 全体に対する割合(殉 時 間 数 全体に対する割合(⑬

保 険 349.78 2.00 14.85 一

銀行業務および金融 474600 16.00 2393.37 9.00

請求書作成 と集金,
通知書,計 算書

4966.97 17.00 1811.01 700

財 務 管 理報 告 書 1561.62 5.00 359.00 1.00

給 料 支 払 名 簿 2568.64 9.00 113149 400

在 庫 報 告 2094.57 11.00 382⑨9 2.00

科学的,工 学的適用 216.31 200 44000 200

調 査 研 究 177.60 2.00 67005 3.00

会 計 へ の 適 用 3933.54 10.00 379044 15.00

記 録 管 理 865.50 3.00 61579 2.00

数学的,統 計的適用 80771 3.00 644295 25.00

マーケティンZ広 告 699.69 3.00

農 業 へ の 適 用 44800 200

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 350.00 2.00 748.20 3.00

試 験 苦 x 60.00

外部使用者,顧 客 292907、 1000 190421 8.00

そ の 他 1870A3 6.00 4127ユ0 1600
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表4 設 備規模 お よび職種別に よるEDP人 員の度 数分布

小 型
,

中 型 大 型

職 種 人 数 全体に対す
る割合 傾 人 数

全体に対す
る割合(% 人 数

全体に対す
る割合(%

EDPマ ネ ー ジ ャ ー 7 0.7 7 07 11 10

シス テム分析員兼

プログ ラマー
7 0.7

シス テ ムプ ログ ラマ ー 4 0.4

シ ス テ ム 分 析 員 8 08 19 L8 22 2.1

プ ロ グ ラ マ ー 24 2.3 54 5.2 45 4.3

コ ン ピ ュ ー タ

オ ペ レ ー タ ー
11 1.0 33 3.2 53 5.1

コンピュータ保守の

専門家
2 0.2

コ ン ピ ュ ー タ,

ス ケ ジ ュ ラ ー
4 04

デ ー タ 制 御 員 16 1.5 130 12.4 198 18.3

EDPラ イブラリア ン 1 0.1 7 07

イ ン プ ッ チ マ シ ー ン

オ ペ レ 一 夕 ー
47 4.5 150 14.3 161 15.4

製表機オペ レーター 3 0.3 12 1.1 11 1.0

カー ド穿孔機

オ ペ レ ー タ ー

計 ll6 408 523

比:シ ス テム分析員 1 1 1

プ ログ ラ マ ー 3 3 2

オ ペ レー タ ー 2 2 2
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表5年 齢区分に よるEDP人 員の度 数分布 の概要

職 種 2(凍 茜 20-25 26-30 31-35 36-40 41-45 46-50 51-55 56-60 61-65 計

EDP
、 ■

マ 不 一 シ ャ ー

プ ロ ジ ェク ト
、 ◆

マ不 一シャー

プロジェク路析員

下級 プロジェク

ト分 析員

システム分析員

システ ム分析 員

兼 プログ ラマー

システム

プ ログ ラマー

プ ログ ラマ ー

コン ピュ一夕

オペ レ一 夕ー

コン ピュ一 夕補

助 オペ レー ター
o

コ ン ヒ ュ ー タ セ

ッ トア ッ プ マ ン

コ ン ピ ュ 一 夕

保 守 の 技 師

システムエンジニア

EDP

ラ イ ブ ラ リア ン

デ ー タ 制 御 員

デ ー タ 転 記 員

イ ンプ ッ トマ シー

ンオペ レー ター

製繋
レーター

カー ド穿孔機

オペ レーター

1

6

1

2

2

1

3

16

3

1

50

21

2

1

5

121

37

96

3

3

2

2

1

16

11

5

44

30

2

1

1

2

113

12

84

13

7

1

8

7

13

11

1

4

.58

51

8

7

3

7

14

22

42

35

2

4

2

3

1

9

10

24

12

4

6

1

2

3

6

1

20

12

11

l

l

l

2

2

7

4

4

1

1

2

1

2

4

4

2

1

31

4

4

4

49

34

7

136

104

4
Fl

2

6

1

7

391

55

299

47

1

総 計 8 364 342 169 132 69 62 23 . 16 1
*1186

*総 人 員は1274名 で あ り,88名 の人員の返答がなかった。
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皿.コ ン ピュ ー タ産業(要 約)

お よそ10年 間 で,こ の比 較 的新 しい産 業 は あ ざま しい 成長 を遂 げ た。1973

年 か ら1976年 の 約4年 間 で,21か 国 か らの コ ン ピュ ー タお よび 関 連EDP設

備 の 輸 入額 は,1,528,000ド ル(1973年)か ら9,459,575ド ル(1976年)へ

と平 均50%の 増 加 した こ とが統 計 よ り示 され る。 も し これ に類 似 した成 長 が 将来

続 くとす れ ば,コ ン ピュ ー タ産 業 は フ ィ リピ ンの科 学 技 術 発 展 に 貢献 し続 け るで

あ ろ う。

コ ン ピ ュ ー タ産 業 は,し ば しば,コ ン ピュ ー タを製 造 し市場 に 出 して い る7大

企 業(バ ロ ース,フ ァ コ ム,ア イ'ピ ー'エ ム,エ ヌ'シ ー'ア ール・ ユニ バ ッ

ク)に よ って描 か れ る。 しか し,こ の産 業 に は これ ら以 外 の 組 織 も存 在 してい る。

あ る推 定 に よる と,コ ン ピュ ー タ産 業 に 直接 関 連 した サ ー ビス,ハ ー ドウ ェア,

コン ポー ネ ン ト,供 給 品 を一与え る企 業 が 他 に 約15社 あ る こ とが示 され て い る。

世 界 中 で,コ ン ピ ュー タ産 業 は,研 究 と開 発 に 大 い に投 資 す る非 常 に活 動 的 な

存 在 と な って きた。 この ダ イナ ミ ックな製 品 状 況 に対 す る理 由 が,競 争 的 要 因 と

関 連 して い る こ とは疑 い が ない。 ま た,ユ ー ザ ーが 定期 的 に コン ピュー タ設 備 の

グ レー ドア ップ をす るで あ ろ う と予 想 して,製 造 業 者 が計 画 的 に製 品 を退 化 させ

る こ とに も関 連 して い る で あ ろ う。 あ る著 者 が述 べ て い る よ うに,コ ン ピュー タ

産 業 につ いて よ く言 わ れ る問 題 点 お よび不 満 は,一 般 に 次 の よ うに列挙 され よ う。

1.ユ ーザ ー の 中 に は,設 備 そ れ 自体 や 売 手 か らの プ ログ ラムk・よび 援 助 に つ い

て,シ ス テ ムの信 頼 性,有 効 性,実 用性 を深 刻 に 懸 念 して い る もの がい る。

2.コ ン ピュー タ設 備 に 関 す る工 学 の い くつか の 領 域 で,望 まれ る こ とが 残 さ れ

て い る。 そ れ は,騒 音,安 全 とプ ライバ シー の保 護,操 作 の複 雑 性,プ ログ ラ ム

の 困難 さ,不 十 分 な規格 化,設 備 間 の 適 合性 な どで あ る。

3.古 い 設 備 を陳 腐 化 す る新 しい コ ン ピ ュー タ製 品 は,ユ ー ザ ー が コ ン ピ ュー タ

の適 用 をあ る程 度 再 設 計 す る こ とを しば しば 要 求 す る。
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4.現 代 の コン ピ ュー タ設 備 は時 と して,簡 易 化 よ りもむ しろ よ り複雑 な 使用 装

置 を もた らす 結 果 とな った。

5.コ ン ピ ュー タ産 業 にお け る販 売 員 た ちは,ユ ーザ ーに過 大 な期 待 を もたせ"zi,

製 品 を過 度 に 売 り込 み す ぎる傾 向 が あ る。 これ らの 販 売 員 た ちは,製 品 の 使 用か

ら生 ず るで あろ う諸 問 題(た とえ ば 改造 の 要求,ス タ ッフ派遣 や訓 練 の 要 求)に

つ いて ユ ーザ ー を評 価 す る こ とを実 際 に非 常 に しば しば嫌 う。

6.コ ン ピ ュー タ産 業 は,欠 陥 に対 して十 分 に点 検 さ れ てい ない財 や サ ー ビス を

紹 介 し売 買す る とい う特 質 を 明 らか に持 って い る。

7.経 験 豊 富 な コ ン ピュ ー タ要 員,と くに 高度 な レベ ルの アナ リス トや プ ログ ラ

マ ー,の 不足 が ず っと続 い て きて い る。

しか しなが ら,こ うい った問 題 が 身 近 に あ る とは い え,フ ィ リピンのEDPは

絶 え ず進 歩 をつ づ け て お り,オ ー トメ ー シ ョンか ら得 られ うる便 益 を高 め るた め

に これ らの問 題 へ の解 決 策 が探 究 さ れ つ つ ある。

〉
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付,録

規 模 お よび産 業 別 に よ る コ ン ピュー タ設 備 の 度数 分 布

産 業 層

小 型 中 型 大 型

計設備数
全体に対す
る割合(殉 設備数

全体に対す
る割合 ㈱ 設備数

全体に対す
る割合(㊤

コンピュータ供給者

銀 行 部 門

保 険,金 融 会 社

大 学,学 校

仲 介 業

石 油 産 業

コンピュータ

設備の配給者

タイヤお よび ゴム

製 造 業

サ ー ビ ス 業

織 物 業

印 刷 業,現 像 業

製薬業,化 学 工業

公 共 事 業

砂 糖 業

ホ テ ル

そ の 他

4

7

4

1

1

2

3

25

3

2

2

10

7

6

4'

9

301

526

301

0フ5

075

1.50

226

1880

226

1.50

150

7.52

526

4.51

301

677

2

6

3

2

2

7

8

1

1

3

1.50

4.51

2.26

1.50

150

526

6.02

0.75

075

226

2

1

1

1

1

2

1.50

1.75

0.75

0.75

075

1.50

4

11

11

4

1

3

4

3

32

12

2

2

11

8

7

4

14

計 90 35 8 133
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コ ン ヒ.ニ ー 〉の 度 数 分 布

政 府 民 間 …

供給者および機種 小 型 ヰ 型 大 型 小 型 中 型 大 型

.
F

計

台数% 台数% 台数% 台数% 台数% 台数.%

ア イ ・ ピ ー ・ エ ム

360/20 21.01 115.56 13

360/25 1051 52.53 10.51 7
}

360/30 31.52 10.51 136.57 17

360/40 10.51 31.52 4

360/65 10.51
`

1

370/115 10.51 10.51 31.52
.

5

370/125 1051 121.01 3

370/135 21.01
.42・02.,

.6

370/145 21.01 10.51

",

,3;
1

シス テム3 189.09 '、
・18i

1130 21.01 10・51 3

1401 10.51 ノ1
、

、

1440 10.51 ㌧1
.

}

1620 ]0.51 10.51 .2i

◆

ノ、ロ ー ス

B-3500 1051 1051
'

.2

$

B-3700 21.01 10.51 、」3
1

…

B- .1700 10.51 84.04 ・9

B-2700
'

:
10.51 10.51、

`'

21
`

B-700 10.51 ;1
.0・51 10.51 「 ・ 『

…
r .3

一89一



政 府 民 間

供給者および機種 小 型 中 型 大 型 小 型 中 型 大 型 計

台数% 台数% 台数% 台数% 台数% 台数%

B二500 1051 10.51 31.52 21.Ol 7

エ ヌ ・シ ー ・ア ール

615-100 10.51 73.54 8

615-101 21.01 2

615-200 .

31.52 3

615-201「 10.51 10.51 1051 3

500 31.52 3

し㌧

…
399 17859 17 ノ

315 2101 2101 4

251 1051 1

フ ァ コ ム

1

・'F -230-15
2LO1 10.51 3

F-230-20 10.51 1

F-230-25 10.51 21.01 3

F-230-45S 3152 3 :

'F -230-48
10.51

∫

1 '
{

ユ ニ パ ック

i

U-9300
`

10.51 1

U-9400 21.01 2

U-9480 、

` 10.51 10.51 2

.U-1106 10.51 10.51 2

'
U-90/30 10.51

;

卍

一90一



ノ

,

.こ

,
.

L

政 府 民 間

供給者および機種 小 型 中 型 大 型 小 型 中 型 大 型 計

台数% 台数% 台数% 台数% 台数% 台数%

DATAPREP

NOVA2/10 1051 31.52 4

NOVA3/12 31.52 3

NOVA1220 10.51 1

ECIipse300 10.51 1

ECIipse330 2工01 2

Compucorp402 10.51 1

C・mpucorp450 21.01 2
一"?

ア シ シ ョ ン ・

シス テムズ

DS5/20DMS 10.51 2101 3

DS11/05 10.51 1
RT/11

DSl220 10.51 1

DS52 10.51 1

DS11/35 10.51 1

DS1230 10.51 1

オ ンライン

HP2000 10.51 1

エ ム ・ エ ー ・ ア イ

PAST/4 31.52 3

シ ン ガ ー

1500 10.51 1

その他

PDP-8/1 10.51 1

計 198
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この報告書 は,日 本 自転車振興会の補助金の交付 を

受け て実施 した 「昭和53年 度 上級情報処理技術者養

成等の補助事 業 」の一環 として作成 した もの です。
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